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口 文化財の概要 

（り 文化財保護の体制等 

山 文化財は,我が国の歴史,伝統，文化等の正しい理解のために欠かせない

ものであり,将来の文化発展の基礎となるものである。 

このため，文化財保護法，地方公共団体の文化財保護条例等に基づき,こ

れら貴重な文化財の保護が図られている。 

「文化財」の用語が初めて法文上用いられたのは,昭和25年に制定された

文化財保護法による。それまで，建造物，宝物,史蹟名勝天然記念物等を個

別に保存の対象としてきたが，無形文化財等その対象を拡大するとともに， 

全体を総合する概念として「文化財」の用語が，また,単に文化財の保存だけ

でなく活用面の充実を含む趣旨で「保護」の用語が用いられた経緯がある。 

山 文化財保護法で定義されている文化財の内容は,有形文化財（建造物,美

術工芸品），無形文化財（芸能，工芸技術等），民俗文化財（風俗習慣,民俗芸

能及びこれらに用いられる物件等），記念物（古墳等の遺跡，庭園等の名勝

地，動植物等）及び伝統的建造物群（歴史的な集落・町並み等）である． 

これらのうち重要なものとして文化財保護審議会の審議を経て国が指定ま

たは選定したものが,現状変更の禁止等の規制を受けるー方で修理等の際に

補助金の交付を受けられるなど，国の重点的な保護の対象とされる（(i）ー 

①,  ② )。 

文化財保護法により保護の対象とされる文化財は,時代の変遷や社会状況

の変化に対応してその範囲を拡大してきており，また，文化財そのものでは

ないが,建造物の修理技術等，文化財を保存するための伝統的な技術及び埋

蔵文化財も保護の対象とされている（(1）一④）。 

lb 地方公共団体の文化財保護については，当該地方公共団体において重要と

認められるものについて,その保護の仕組みや対象等,概ね国に準じて行わ

れており,その体制及び内容は次第に充実してきている。文化財保護条例の

制定状況をみると，既に全ての都道府県で制定されており，市町村にあって

も,全市町村の92％を超えている（（り一③）。 
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《 文化財保護 
	

1 文化財の概要 

① 文化財の定義 

種 	別 区 	 分 備 	 考 

有形文化財 

建造物 

美術エ芸品 

絵画，彫刻，エ芸品,書

跡，典籍，考古資料，歴

史資料 

有形の文化的所産で我が国にとって歴史

上又は芸術上価値の高いもの（これらの

ものと一体をなしてその価値を形成して

いる土地その他の物件を含む）並びに考

古資料及びその他の学術上価値の高い歴

史資料 

無形文化財 

演劇，音楽,工芸技術その他の無形の文

化的所産で我が国にとって歴史上又は芸

術上価値の高いもの 

民俗文化財 

無形の民俗文化財 

衣食住,生業，信仰,年

中行事等に関する風俗慣

習,民俗芸能 

有形の民俗文化財 

無形の民俗文化財に用い

られる衣服，器具,家屋

その他の物件 

衣食住等に関する風俗慣習，民俗芸能及

びこれらに用いられる物件で我が国民の

生活の推移の理解のため欠くことのでき

ないもの 

記 念 物 

遺跡 

貝塚,古墳,都城跡,旧

宅等 

名勝地 

庭園，橋梁,映谷,海

浜，山岳等 

動物，植物，地質鉱物 

遺跡で我が国にとって歴史上又は学術上

価値の高いもの．庭園，橋梁その他の名

勝地で我が国にとって芸術上又は観賞

上価値の高いもの．動物（生息地，繁殖

地及び渡米地を含む），植物（自生地を

含む）及び地質鉱物（特異な自然の現象

を生じている土地を含む）で我が国にと

って学術上価値の高いもの 

伝統的建造

物群 

周囲の環境とー体をなして歴史的風致を

形成している伝統的な建造物群で価値の

高いもの 

② 文化財保護の体系 

ー有形文Iヒ財ー（指定）一→重要文Iヒ財一〔特に価値T高いもの〕 
（指I定） 

国 宝 

（指定）一 重要無形文化財 

ー無形文化財 

I 	 （選択）ー→記録作成等の措置を講ずべき無形文化財 

有形の民俗文化財ー（指定）一→重要有形民俗文化財 

ー民俗文化財 	
-（指定）一→重要無形民俗文化財 

ー（週択）ー→記録作成等の措置を講ず 

べき無形の民俗文化財 

ー記念物 	（指定）一→史跡名勝天然記念物一〔特に重栗なもの〕 

（指】定） 

特別史跡名勝夫然記念物 

ー伝統的建造物群 	（市町村が決定）一→伝統的建造物群保存地区 

（選 定） 

重要伝統的 造物群保存地区 

文化財の保存技術一（選定）一→選定保存技術 

埋蔵文化財 

③ 文化財保護条例数の推移（市町村）（各年5月I日現在） 

2.755 乙
762 2.840

2,762 - 2,886 2.942 2,958 2,988 

	8 

2,620 

53 	54 	55 	56 	58 	59 	60 	61 	62($) 

（注） 全市町村数 3,275（昭和62年） 

文化財ー 無形の民俗文化財ー 

亀000 

2,500 

2,000 
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《 文化財保護 
	

文化財の概要 

④ 文化財の保護対象の拡大 

年 	代 法 	律 有 	形 	文 	化 	財 
史跡名勝

天然記念物 

明治30年 6月 古社寺保存 古社寺の所有する建造 

法 物及び宝物類（絵画， 

彫刻，書跡,エ芸， 

刀剣） 

大正 8年 4月 史蹟名勝天 

I 

史蹟名勝天 

然紀念物保

存法 

然紀念物 

昭和 4年3月 国宝保存法 国，地方公共団体又は個 

人の所有するものまで 

範囲拡大 

昭和 8年4月 重要美術品 未指定の美術品 

等ノ保存ニ 等の輸出の制限 

関スル法律 

昭和25年5月 文化財保護 有形文化財（建造物, 史跡名勝天 

法 絵画,彫刻,工芸品, 然記念物 

書跡，筆跡,典籍，古 

文書，民俗資料，考古 

I 

資料） 

昭和29年 5月 文化財保護 記念物とし 

法の改正 て範囲を明 

確化 

昭和50年6月 文化財保護 有形文化財に歴史資料を 

法の改正 追加，建造物とー体を 

なして価値を形成して 

いる土地等を含むこと 

を明記 

現 	在 .1 4 

無形文化財 埋 蔵 文 化 財 民 俗 文 化 財 
伝 統 的

建造物群 

文保
 
化
存
 
財
技
 
の
術
 

無形文化財 

無形文化財

選択 

の指定又は 

埋蔵文化財 

保護） 

埋蔵文化財 

立して保護） 

埋蔵文化財の保護

制度拡充 

（有形文化財として 

（有形文化財から独 の
俗
 
財
 

の

？
 
文
設
 

聯
紐
瀞

ー
 

財
聯
翻

ー
 

 

指

資
 

俗
無
の
 
 

e
 

f
t
 
 

料
 
文
形
指

民
く
 
民
 
化

う
 

伝統的建造

物群 

文化財の 

保存技術 

4754 	 〔文政〕4754 
	 4755(-4840) C文政) 

	 4755(--4840) 



1 文化財の概要 

(2）文化財指定件数 

女 国の文化財の指定件数は，時代の変遷や新発見,学術的な調査研究の進展

等に応じて，着実に増加している（(2）ー①，②）。 

これを，建造物,美術工芸品の分野についてみると,昭和55年度が 

11, 022,トであったものが平成元年度には11,562件となっており,毎年平均し

て60rト前後が新たに指定されている。また，史跡名勝天然記念物の分野につ

いては昭和55年度が2,302件，平成元年度が2,451fトとなっており,毎年の新

指定物件は平均して15件前後である（(2）一③,④）。 

重要文化財等について都道府県別の所在状況をみると，美術工芸品につい

ては東京国立博物館の所在する東京都が最も多いが,建造物や史跡など，不

動産に関する文化財を加えて比較してみると,奈良，京都に多くの文化財が

所在していることがわかる （(2）ー⑤～⑦）。 

火 地方公共団体においては，国指定以外のものでその地方において重要な文

化財を指定し保護を図っているが，国の場合と同様,その数は着実に増加し

てきており,都道府県指定の文化財の数は,昭和54年に 14,547fトであり，平

成元年度には 2,605rト増の 17,152rトとなっている。また，市町村指定の文化

財の数は昭和54年に 43,398 件であり,平成元年度には 18,744 件増の 

62,142fトとなっている（(2）一⑧～⑩）。 

国指定件数よりも高い増加率を示しているのは，地方公共団体における文

化財保護意識の高まりやこれに伴う体制の整備・充実によるところが大き 

これら地方公共団体指定の文化財は，各地域で大切に守り伝えられ,地域

文化振興の核として積極的に活用されているものもあり，また,その後,国

の文化財として指定されている例も少なくない． 

国及び地方公共団体において指定され，保護の措置が講じられている文化

財の総数は,93,000件余りとなっている。 
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《 文化財保護 

① 国指定文化財等件数一覧（平成元年10月9日現在） 

〔指定〕 

●国宝・重要文化財  

区
 
分
 

種
 
別
 

国 宝 重 要 文 化 財 

美
術
工

芸
品
 

絵 	画 152 1,823 
彫 	刻 115 2,499 
エ 	芸 	品 250 2,299 

書跡・典籍・古文書 
考 古 資 料 

274 
36 

2,406 
443 

歴 史 資 料 0 53 
計 827 9,523 

(249 4111) (3,313 4*) 
建 	造 	物 207 2,039 
合 	計 1,034 11,562 

1 文化財の概要 

●重要有形民俗文化財 

●重要無形民俗文化財 

．重要無形文化財 

各 個 	指 定 保 持 団 ’ ， 等 指 定 

指 定 件 数 保 持 者 数 指 定 件 数 保持団体等数 

芸 	能 24 
件 

34 
人 件

7
  

団体 

7（総合指定） 

エ芸技術 26 35 11 11 

計 50 69 18 18 

（注） 重要文化財の件数は‘国宝の件散を含む． 
〔選定〕 

．重要伝統的建造物群保存地区 

 

●史跡名勝天然記念物 
29地区 

  

特 別 史 跡 56 史 	跡 1,283 
特 別 名 勝 27 名 	勝 254 
特別天然記念物 72 天然記念物 914 

計 155 計 2,451 

（注） 史跡名勝天然記念物の件散は，特別史跡名勝天然記念物の件数を含む．  

．選定保存技術 

保 持 	者 保 存 	団 体 

有形文化財等関係 13 
件 

14 
人 f

  6
  

6 
団体 
( 4) 

無形文化財等関係 12 16 6 6 

割・ 25 30 12 12 (10) 

（注） 有形文化財等関係の保存団体に皿改認定があり，( ）内は実団体数を示す． 
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《 

② 重要文化財等に関する規制, 援助等 

⑦ 重要文化財，重要有形民俗文化財及び史跡名勝天然記念物

文化財保護 

管理，修理‘復旧, 公開に関する指示，命令，勧告 

（り 重要伝統的建造物群保存地区 

1 文化財の概要 

現状変更の規制 

文 

化 

府教

県育 

町委

村員

教会

育等 

保存のため必要な措置 

現状変更等の規制，輸出の制限 

保存に必要な指導，助言 
所有者等の変更，所在の変更，減失，き損等の届出の義務 

管理, 修理，修景・復旧の国庫補助 
修理，買取りの国皿補助 

保存に必要な指導‘助言 

(4) 重要無形文化財．重要無形民俗文化財及び選定保存技術 

同 埋蔵文化財 

調査のための発掘 	届出の義務．報告書の提出の指示，禁止等の命令 

文 

化 土木工小等のための発掘 	届出の義務，発掘に関する指示（注） 

庁 遺跡の発見 	届出の義務, 遺跡の保護上必要な指示，現状変更行為の 

停止等の命令（注） 

長 

自ら記録の作成等の措置の実施 

記録の作成，後継者の養成等の国庫補助 

公開，記録の公開の勧告 

保存のために必要な助言，勧告 

官 埋蔵文化財包蔵地の周知 

   

   

 

団
体
 

地
方
公
共
 

埋蔵文化財包蔵地の周知 

 

調査のための発掘 

  

   

（注） 国の畿関I 地方公共団体等が上木工事等のための発掘を行う場合または遺跡を発見した場合

には,文化庁長官に対する通知・協議の制度による． 
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11,562 

I I ,288 
11,147 

11,022 	- 

ー 10,864 

1 文化財の概要 

I2,000 

11,000 

10,000 

53 53 	55 	57 	60 	元（年度） 

民 文化財保護 

③ 重要文化財指定件数の推移 

（件） 

57 	60 	62（年度） 

④ 史跡名勝天然記念物指定件数の推移（各年度末現在） 

（件） 

2,400 

2,300 

2,220 

2,451 

2.347 

2,395 

2,233 

2,302 
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“ 文化財保護 
	

1 文化財の概要 

③ 国宝及び重要文化財都道府県別指定件数ー覧 	
（平成元年10月9日現在〕 

国 	 宝 

美 	術 	エ 	芸 建 造 物 

絵 西 彫 刻 エ 芸 書 跡 考 古 歴 史 小 	計 件 数 棟 数 計 

北 海 道 

青 	森 2 2 2 

岩 	乎 4 1 5 1 】 6 

宮 	被 2 2 3 4 5 

秋 	田 1 1 1 

山 	形 2 2 1 1 3 

福 	島 1 1 1 1 2 

羨 	械 1 1 】 

栃 	木 4 6 10 6 9 16 

群 	皿 

埼 	玉 1 1 2 2 

千 	業 1 2 3 3 

東 	京 51 1 89 81 11 2認 1 1 234 

神 奈 川 6 1 7 5 19 1 1 20 

新 	潟 

富 	山 

石 	川 3 3 3 

福 	井 3 1 4 2 2 6 

山 	梨 2 I 3 2 2 5 

長 	野 1 1 5 10 6 

岐 	阜 1 1 2 3 3 5 

静 	岡 1 7 3 11 11 

愛 	知 1 1 5 7 3 3 I0 

国 宝 

英 術 エ 芸 建 造 物 

絵 西 彫 刻 エ 芸 書 跡 考 古 歴 史 小 計 件 教 棟 散 計 

三 皿 3 1 4 4 

滋 賀 4 4 4 加 1 鉛 22 昭 55 

京 都 54 認 15 即 3 1昭 46 巽 239 

大 阪 9 4 22 16 3 54 5 8 59 

兵 庫 1 1 3 6 1 12 11 14 23 

奈 良 10 69 39 14 8 1加 61 68 201 

和 歌 山 9 3 4 m 1 27 7 7 糾 

島 取 1 1 2 1 1 3 

島 根 2 2 2 2 4 

岡 山 3 3 2 2 5 

広 島 2 9 1 12 7 12 19 

山 ロ 1 3 2 8 3 3 9 

絶 島 

番 川 l 2 3 2 2 5 

愛 皿 8 1 9 3 3 12 

高 知 1 1 1 1 2 

福 岡 5 2 5 12 12 

佐 賀 

長 崎 3 3 3 

熊 木 

大 分 1 1 2 4 3 

宮 崎 

皿 児 島 I 1 1 

沖 縄 

補 遺 

合 計 152 115 250 274 36 8郎 加7 別9 1034 
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民 文化財保護 

	 1 文化財の概要 

重 	要 	文 	化 	財 

英 	術 	エ 	芸 建 造 物 

繊 西 彫 刻 エ 芸 書 跡 考 古 歴 史 小 	計 件 政 棟 数 計 

北 海 道 1 3 2 6 16 30 認 

青 	森 2 10 3 15 24 40 39 

‘ 	手 1 19 16 2 2 40 13 16 53 

宮 	* 2 6 10 4 6 1 29 17 25 46 

秋 	田 3 1 2 1 2 9 12 比 21 

山 	形 7 7 鉛 10 3 叩 23 巧 83 

描 	島 3 四 21 3 8 馴 28 31 関 

荻 	城 7 14 9 2 認 認 謁 的 

栃 	木 7 8 55 訂 5 1 113 27 1釘 1如 

群 	馬 5 2 5 3 n 26 16 n 42 

埼 	玉 8 9 18 8 5 46 加 32 86 

千 	葉 7 14 14 9 1 1 46 26 35 n 

東 	京 4昭 謁0 650 6認 133 12 加96 47 町 2143 

神 奈 川 56 63 69 翼 10 2 274 42 51 316 

新 	潟 4 15 8 13 3 43 加 52 71 

富 	山 3 9 8 5 1 1 釘 13 お 40 

石 	川 9 13 24 加 2 m 認 邸 116 

福 	非 14 認 9 14 2 71 22 22 m 

山 	梨 9 19 7 5 3 43 47 58 即 

長 	野 6 39 15 5 5 71 70 103 141 

岐 	皐 7 心 23 13 3 的 45 77 I糾 

静 	岡 的 18 n 34 ' 】 1的 24 肌 193 

愛 	知 44 42 66 的 2 1 224 72 109 2舶 

三 	重 17 加 17 35 7 3 139 15 加 154 

滋 	賀 94 町0 63 67 8 1 邸 171 202 774 

重 	要 	文 	化 	財 

美 	術 	エ 	芸 建 造 物 

維 西 彫 刻 エ 芸 書 跡 考 古 歴 史 小 	計 件 数 棟 散 計 

京 	都 4船 374 152 738 25 7 1789 277 515 2066 

大 	阪 121 104 加0 113 25 1 584 86 l昭 650 

兵 	庫 1叫 的 卵 弱 42 1 釘3 船 1昭 町1 

奈 	良 101 482 2恥 223 38 8 1070 257 370 1327 

和 欧 山 的 101 70 52 6 1 2的 70 102 369 

鳥 	取 3 18 5 1 7 糾 14 18 48 

島 	根 8 21 21 9 8 67 15 30 82 

岡 	山 19 17 昭 3 5 1 釘 妃 109 135 

広 	島 13 41 82 19 2 l 1認 駒 n 188 

山 	口 16 16 四 21 4 2 昭 即 44 118 

線 	島 6 14 3 2 西 12 27 37 

番 	川 n 認 17 11 82 飢 笥 106 

愛 	皿 1 14 86 5 1 1叩 鉛 昭 143 

高 	知 2 印 11 1 64 15 M 79 

福 	岡 15 49 36 w 糾 151 31 41 182 

佐 	賀 2 13 5 3 4 27 10 11 釘 

長 	崎 2 5 6 4 1 4 22 18 21 如 

熊 	本 2 10 5 10 5 32 18 34 肥 

大 	分 3 巧 9 2 2 41 24 刀 65 

宮 	崎 4 1 1 6 5 6 n 

皿 児 島 1 13 1 1 16 7 12 認 

沖 	縄 2 3 5 12 23 17 

補 	遣 5 1 13 10 加 29 

合 	計 1823 2499 2299 24叱 443 53 備器 2039 3313 11562 

（注） 1 重要文化財の件数は国宝の件数を含む． 

2 建造物の棟散は，計に算入されない． 

3 補遺は，現在所有者の不明なもの，戦後運合国側に提出したまま，返遣されないもの． 
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文化財保護 

⑥ 特別史跡名勝天然記念物・史跡名勝天然記念物都道府県別指定件数―覧 

特 別 	史 	跡 	名 	勝 	天 	然 	記 	念 	物 
特 	別 史 	跡 特 	別 	名 	勝 

特 ・ 	天 計 
史 史・名 史・天 名 名・史 名 	・ 	天 

北 海 道 1 5 6 
青 森 1 1 
岩 手 3 1 4 8 
宮 城 1 1 1 3 
秋 田 1 1 2 
山 形 2 2 
福 島 
萩 誠 3 3 
栃 木 1 1 1 3 
群 局 3 1 4 
埼 玉 3 3 
千 葉 1 1 
東 京 1 1 1 1 1 5 
神 奈 川 
新 潟 
富 山 1 3 4 
石 川 1 1 2 
福 井 1 1 
山 梨 1 1 2 
長 野 1 1 1 3 
岐 皐 3 3 
静 岡 3 2 5 
愛 知 1 1 
三 】『 1 1 
滋 賀 2 1 3 
京 都 3 11 14 
大 阪 2 2 
兵 庫 I 1 
奈 良 9 1 10 
和 歌 山 1 1 
鳥 取 1 1 2 
島 根 1 1 
岡 山 1 1 2 
広 島 l l 1 3 
山 ロ 3 3 
櫨 島 1 1 
番 川 1 1 】 3 
愛 鍛 1 1 
高 知 2 2 
福 岡 4 2 6 
佐 賀 1 1 2 
長 崎 1 1 2 
熊 木 1 1 2 
大 分 1 1 
宮 崎 1 3 4 
皿 児 島 6 6 
神 縄 
ニ 府 県 1 3 2 6 
定 め ず 14 14 

駒 5 1 24 I 2 
72 155 合 計 56 2? 

（注） 史跡名勝天然記念物の件数は，特別史跡名勝天然記念物の件数を含む．  

1 文化財の概要 

（平成元年10月 9日現在） 

史 	’ ， 	名 	勝 	天 	然 	記 	念 	物 
文化財合計 史 	跡 名 	 勝 天 然 記 念 物 

史 史・名 史・天 名 名・史 名・天 天 天・史 天・名 

43 1 31 75 
8 4 1 5 18 

17 4 2 30 53 
26 1 3 25 55 
7 2 1b 19 

17 4 1 12 34 
四 2 2 24 57 
19 1 1 6 27 
27 1 1 5 34 
33 3 1 16 1 54 
17 1 9 27 
20 II 31 
37 1 3 2 12 1 58 
44 1 2 6 53 
21 3 3 25 1 53 
14 2 12 28 
18 3 1 12 34 
19 13 8 1 41 
7 3 31 41 

28 3 1 19 51 
18 2 2 35 51 
32 8 1 1 27 1 68 
34 1 3 21 1 60 
29 2 1 15 l 48 
29 12 4 12 57 
53 15 31 8 9 116 
63 4 5 71 
m 5 1 15 昭 

01 1 5 2 18 117 
19 5 1 15 40 
23 3 1 1 11 39 
42 3 4 6 21 1 17 
41 11 13 65 
18 1 5 13 37 
訊 1 1 4 4 40 1 84 
4 2 15 21 

12 1 3 1 9 26 
7 10 10 釘 

8 2 14 l 25 
64 5 22 91 
比 1 9 26 
22 2 28 52 
24 3 1 1 16 1 46 
助 1 15 46 
16 3 1 関 55 
14 2 18 1 35 
加 4 22 52 
4 2 3 14 23 

田 弱 

1254 加 3 1皿 認 釘 即2 3 9 
1283 254 914 2451 
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民 文化財保襲 
	 1 文化財の概要 

⑦ 重要無形文化財・重要伝統的建造物群保存地区等ー覧 
（平成元年 to月 9日現在） 

皿 要 無 形 文 化 財 民 俗 文 化 財 退定保存技術 皿要伝統的建造

物群保存地区 保 持 者 	（人） 

一計 

重要有形

民俗文化

財 

要
俗
 
無
文
 
形
化
 

重
民
財
 

母押者 保存団体 

芸 	龍 エ芸技術 市町村 地 区 

北海道 2 1 1 1 

青 森 4 5 1 1 1 

岩 乎 8 4 

宮 誠 2 

秋 田 5 8 1 1 

山 形 8 3 

福 島 5 4 1 1 

荻 誠 (1) (1) 1 2 

栃 木 2 1 

群 属 1 1 1 1 

埼 玉 1 (1) 1 (1) 6 3 1 

千 葉 2 1 

東 京 23(5) 11 笥（ 5) 6 2 4 5 

神奈川 1 2 3 2 3 

新 潟 (1) (1) 13 8 

富 山 1 1 3 2 

石 川 3 (1) 3 (1) 13 5 】 

福 井 3 

山 梨 1 1 

長 野 6 4 3 3 

岐 皐 2 (1) 2 (1) 13 7 2 2 

静 岡 l 4 1 

愛 知 5 4 

皿 要 無 形 文 化 財 民 俗 文 化 財 退定保存技術 血要伝統的建造

物群保存地区 保 押 者 	〔人） 

計 

柵
難
 

映
賄

財
 

皿要無形

民俗文化

財 

保持者 保存団体 

芸 	能 エ芸技術 市町村 地 区 

三 重 2 2 1 4 1 1 

散 賀 1 1 

京 都 5 3 8 3 6 8 1 1 4 

大 阪 4 (1) 1 5 (1) 3 2 1 

兵 庫 7 3 1 1 1 

豪 良 2 2 1 3 7 

和歌山 1 3 

鳥 取 1 1 

島 根 (1) (1) 10 3 2 1 1 

岡 山 2 2 l 2 1 2 2 

広 島 1 1 6 2 1 1 

山 ロ 1 1 9 2 2 3 

組 島 4 1 1 1 1 1 

番 川 1 1 7 2 1 1 

愛 援 1 】 1 

高 知 4 2 1 

福 岡 (1) (1) 1 5 

佐 賀 1(2) 1 ( 2) 2 3 

長 崎 4 

熊 本 1 

大 分 3 2 

宮 崎 2 3 2 2 

鹿児島 5 I 1 

沖 縄 (1) 1(2) 1 C 3) 4 1 1 1 
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市町村 

都道府県 

'  
56 
	

60 	62 	 元（年） 

《 文化財保護 

	 1 文化財の概要 

皿 要 無 形 文 化 財 民 俗 文 化 財 選定保存技術 皿要伝統的建造

物群保存地区 保 持 者 	（人） 

計 

要
俗
 
有
文
 
形
化
 

皿
民
財
 

重要無形

民俗文化

財 

保持者 保存団体 

芸 	能 エ芸技術 市町村 地 区 

ニ府県 1 1 

合 計 34 C 7) 35(11) 69 (18) 170 1妬 30 10 25 四 

（注） ( ）は，団体指定（総合指定）を示す． 

⑧ 都道府県市町村指定文化財件数の推移 

（件） 

60,000 

50,000 

40,000 

30,000 

20,000 

10,000 

⑨ 都道府県指定文化財件数 
	

（平成元年5月 l 日現在） 

有彫文化財 無 形 民俗文化財 記 	念 	物 保
 
技
 
存
 
術
 

伝 

計 

建 

区
  

分
  

建造物 
焚 術

工喜品 文化財 
有 形 無 形 史 跡 名 勝 

天 然

記念物 

北海道 別 36 1 4 6 25 2 四 127 

青 森 12 83 2 10 釘 19 別 187 

岩 手 22 1弱 1 加 12 31 2 31 釘7 

宮 城 四 弱 5 4 郎 12 2 加 154 

秋 田 即 1加 3 7 巽 37 2 町 昭3 

山 形 弱 316 1 4 認 l 57 457 

福 島 32 184 I 28 31 47 4 椙 釘5 

表 誠 肌 釘2 3 2 26 57 5 53 580 

栃 木 四 5認 1 5 14 47 1 的 n5 

群 皿 47 118 2 5 6 82 0 78 336 

埼 玉 釘 1町 2 11 35 朋 8 74 450 

千 葉 41 166 9 13 53 n 3 49 404 

東 京 44 240 3 14 4' 322 2 町 3 n9 

神奈川 37 l昭 0 7 23 22 1 52 310 

新 潟 25 1加 9 7 12 44 1 55 283 

富 山 8 92 1 6 4 四 1 弱 1船 

石 川 認 142 6 3 9 19 10 21 別3 

福 非 18 104 5 9 認 26 2 認 235 

山 梨 48 183 1 12 12 16 6 的 377 

長 野 和 即 0 3 25 61 3 86 3叱 

岐 阜 印 3路 7 43 的 158 5 1即 8叩 

静 岡 36 250 4 5 路 23 8 1即 昭2 

愛 知 43 373 5 24 町 44 5 62 6昭 
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“ 文化財保農 

	 1 文化財の概要 

区
 
分
 

有形文化財 無 形 

文化財 

民俗文化財 記 	念 	物 保
 
技
 
存
 
術
 

伝
 

建
 

計
  

建造物 
美
工
 
術
品
 

有 形 無 形 史 跡 名 勝 
天
記
 
然
物
 

念
  

三 皿 お 1昭 1 17 30 61 9 n 418 

滋 賀 49 M1 4 9 6 四 14 6 258 

京 都 100 101 1 4 51 15 12 16 1 313 

大 阪 助 159 0 6 7 74 9 68 373 

兵 庫 118 226 4 釘 31 70 13 100 649 

奈 良 82 1鉛 3 15 19 関 5 55 あ4 

和歌山 四 177 0 8 85 l叱 7 70 肥2 

鳥 取 14 田 3 3 別 12 2 50 171 

島 根 26 1的 3 17 31 弱 3 34 328 

岡 山 四 1万 5 8 30 50 5 認 1 糾1 

広 島 弱 211 3 4 61 115 5 118 558 

山 ロ 31 152 3 5 31 認 3 釘 1 加】 

組 島 8 1m 8 4 10 巧 3 57 291 

番 川 18 巧 0 12 21 32 l 33 192 

愛 媛 幼 115 1 6 22 '9 12 82 317 

高 知 8 弱 6 2 32 31 7 35 1m 

福 岡 32 210 8 79 65 49 2 114 559 

佐 賀 18 皿 l 1 即 27 0 13 180 

長 崎 21 83 5 9 23 船 1 1m 338 

熊 本 認 1如 8 3 34 3 37 338 

大 分 181 1的 3 14 40 84 6 80 6叩 

宮 崎 5 助 0 0 11 92 6 15 1駒 

鹿児島 3 46 3 お 43 部 3 20 1即 

沖 縄 19 叩 12 9 4 52 11 41 214 

合 計 1,902 7,710 155 5如 L加3 2.625 212 2.699 6 17,152 

⑩ 市（区）町村指定文化財件数 
	

（平成元年5月 1日現在） 

区
 
分
 

有形文化財 無 形 民俗文化財 記 	念 	物 保 存 

技 術 

伝
 
建
 

計
  

建造物 
美 術

エ芸品 文化財 
有 形 無 形 史 跡 名 助 

天 然

記念物 

北毒道 助 m 粉 84 52 135 7 田 6開 

青 森 認 260 2 48 価 町 1 103 811 

岩 手 41 4調 7 77 288 149 5 298 L即1 

宮 繊 89 218 13 17 113 210 四 182 1 町2 

秋 田 弱 5即 4 的 即 107 4 M1 1
  

1.097 

山 形 関 938 4 昭 舶 113 6 172 1.449 

福 島 138 674 18 105 177 256 13 釦7 1 1
  

1,690 

荻 輪 189 800 10 肌 80 四1 9 231 3 1.675 

栃 木 1認 1.058 18 1m 170 310 4 弱6 2.228 

群 属 127 5弱 釘 152 犯 釘3 9 173 1.504 

埼 玉 163 L552 即 252 巧1 436 18 288 2,978 

千 葉 別1 183 5 I四 115 295 16 1糾 2 1.100 

東 京 1糾 8れ 54 345 114 281 4 1m l 1.956 

神奈川 1昭 565 7 61 59 113 4 1的 1,066 

新 叫 糾 1.089 29 1叩 88 255 20 別8 1 1,904 

富 山 認 339 10 認 35 185 18 119 朽2 

石 川 108 1.029 四 加 79 189 44 287 2 1,831 

18 駒 684 2 即 39 158 24 1弱 1,110 

山 梨 150 429 2 65 61 116 12 釦8 1,209 

長 野 314 883 的 1的 76 566 弱 5弱 2 3
  

2,132 

岐 阜 252 2.282 29 153 125 710 51 昭3 1 2
  

4,238 

静 岡 1加 692 31 34 51 249 23 249 1 L4肥 

愛 知 144 1,631 11 1助 111 銘6 18 認1 2,944 
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k 文化財保護 

区
 
分
 

有形文化財 無 形 

文化財 

民俗文化財 記 	念 	物 保
 
技
 
存
 
術
 

伝
 

建
 

計
  

建造物 
美 術

エ芸品 
有 形 無 形 史 跡 名 脚 

天 然

記念物 

三 皿 即 5部 29 86 60 1肌 9 64 2 1.069 

滋 賀 131 641 3 26 25 駆 l2 24 9加 

京 都 1n 474 2 14 74 45 別 44 4
  

7昭 

大 阪 認 139 2 12 9 1乃 3 認 399 

兵 庫 323 744 22 弱 昭 1招 27 209 4 1.656 

奈 良 肥 220 3 1 I 32 3 13 333 

和歌山 68 387 2 19 30 179 14 93 790 

鳥 取 訊 101 8 22 11 103 8 65 1 359 

島 根 お 226 12 28 41 126 15 102 575 

岡 山 1的 619 17 84 69 446 釘 379 6 っ
一
 
 

L778 

広 島 1加 599 27 58 74 256 24 267 7 1
  

1.422 

山 ロ 1加 2郎 2 25 '4 昭 7 加 3
  

671 

絶 島 認 2認 14 41 44 1認 16 84 6 674 

香 川 66 273 4 43 26 1叫 5 59 581 

愛 投 1如 827 的 54 昭 認2 即 360 1 1.727 

高 知 49 5昭 1 66 81 287 13 192 1 1.223 

福 岡 糾 206 18 79 44 99 6 64 1 551 

佐 賀 町 115 4 加 16 63 0 .47 302 

長 崎 栃 292 9 88 52 278 8 104 8お 

熊 本 3的 585 4 n 185 549 22 283 】 2.050 

大 分 即9 420 16 61 125 認2 26 142 1.681 

宮 崎 刊 162 1 25 83 那 3 82 っ
‘
 
 

印9 

鹿児島 81 443 12 347 120 542 34 131 L607 

沖 縄 10 51 0 57 100 166 14 82 昭1 

合 計 旨616 27 .513 関4 3.191 3.955 10. 848 7認 8.827 45 四 62.142 
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"IIド m“町”町 mーーーーーーロmー町町“町買川無国際交流些軍興 

口 日本への関心度 

山 従来から，日本人は外国に対して高い関心を有していると言われている

が,総理府の調査によると昭和53年以降ー貰して50％以上の人々が外国に対

して関心があるとの回答をしている（①,②）。 

火 逆に諸外国の日本に対する関心は,近年の我が国の経済発展に伴って高ま

りつつあると言われているが,日本については「経済大国」とのイメージが

強い。また,国際社会において日本が最も貢献すべき分野として「世界経済

の発展」,「経済・技術協力」を掲げる国が多い。 

央 諸外国における日木のイメージをEC諸国とASEAN諸国 とで比較してみ

ると，どちらも「経済大国」とのイメージを共有する（EC諸国では 8割前

後，ASEAN諸国 では 5- 8割）が，EC諸国では,「生活水準の高い国」と

のイメージがほぼ10％前後と, 3-'- 5 割の者がこのイメージを有する 

ASEAN諸国 より弱いことがわかる。逆に，地理的な問題や歴史的経緯を反

映してか,ASEAN諸国では 「不可解な国」とのイメージが 5％以下でEC 

諸国(8-27%）より弱くなっている。ただし，別の調査ではASEAN諸国に

ついても日本人の生活,ものの考え方をもっと知りたいとしている人々がか

なりいる（25-38%）ことがわかる（③～⑤）。 

また，国際社会において日本が最も貢献すべき分野については,EC諸国

では「世界経済の発展」を選ぶ者が25-56％と最も高いが，前年の調査結果

と比較すると，これを選んだ者が減少し,代わって「途上国援助」を選ぶ者

が18--31％と増加していることがわかる。なお」米国では「世界平和の推進」 

において日本がリーダーシップをとるべきであるとする者が 3割おり，これ

に対してEC諸国では,高い国でも18％にとどまっている（④）。 

このほか，ASEAN諸国については， 日本に関してもっと知りたい分野と

して，科学・技術（31-56%,ただしツンガポールを除く）や文化,芸術，歴

史（23--40%）をあげる者が多い。また，日本文化のうち茶道，華道,盆栽 

(24-42%）や日本的建築・庭園 (21-'50%, ただしシンガポールを除く） 

を特に興味ある分野として選ぶ者が多く，日本の伝統的文化に対する関心の

高さを示している（⑤）。 
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② 日本人の外国に対する関心度 

(%)60  - 56.4 

x 国際交流 
	 1 日本への関心度 

① 日本人の外国の記事やニュースへの関心 

あ る ま
  
あ
な
 
り
 
い
 

ほ と ん ど 

よくある 時々ある 該当者数 （全く）ない 

60年 乙780人 78.7% 38.2% 40.5% 17.3% 4.0% 

61年 7,739 82.4 43.3 39.1 14.9 2.6 

（出典） 総理府「社会意識世論調査」昭和61年 

（出典） 総理府「外交に関する世論調査」昭和61年  

③ 日本のイメージ 

（り EC諸国 	
(%) 

罵
心
心
 

知
咽
 

平和

な国 

文化的 

に旺れ 

た国 

生活水

準の高

い国 

民主 

的な 

国 

級済

大国 

的
ん
 

技
に
だ
 
術
進
国
 

古くか

らの伝

統を持

っ国 

人口の
多い国 

利
融

国
 

好職

的な

国 

公審 

の多 

い国 

低貸

金の

国 

西
 
独
 

英
 
仏
伊
白
蘭

西
  

9 
11 
12 
14 
13 
12 
2 

1
1
2
3
0
1

一
 
 

1
42
22
51
11
62
1
6
 
 

1412891324 

1
1
3
4
5
4

】
 
 

路
8
7
8
9
7
4
8
0
8
2
9
 

 

邸
関
的
田
一

5
9
 1
8
 
 

町
6
2
1
1
4
4
3
7
4
3
2
4
 

 

18164229363611 

2
11
9
98
1
21
4
2
 

 

3
0
1
9
1
2
4
!
 
 

9
5
6
4

8
5

【
 
 

2 
5 
6 

15 
5 
6 
1 

（出典） 外務省「EC?か国における対日世論調査」平成元年 
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図 芸術文化の国際交流 

☆ 今日,国際社会においては，政治的にも，経済的にも,文化的にも相互依

存の関係が強くなってきており，文化交流の果たす役割は今後ますます重要

になるものと思われる。 

こうした状況の下で昭和63年度までの間に我が国が文化協定を締結した国

は25か国となっており，このほか韓国,米国,東欧,中国等との間で文化交

流に関する協定や交換公文をとりかわしている （①）。 

火 文化庁においても,芸術，アマチュア文化活動,文化財等の芸術文化の各

領域において，多面的な文化の国際交流を推進している。芸術の分野では， 

我が国の芸術家が国際的評価の中で芸術活動を積極的に展開できるよう，我

が国の芸術団体等による海外公演に対する支援や若手芸術家等の在外研修を

実施している。 

海外公演等に対する支援については,従来，民問芸術等振興費補助金で対

応してきたが,近年の国際的な芸術交流活動の活発化に伴い，昭和61年度か

らは我が国の優れた舞台芸術を米国に派遺する日米舞台芸術交流事業を，さ

らに昭和63年度からは民間企業等の協力を得て海外の芸術フェスティバル等

に参加する我が国の優れた舞台芸術公演を支援する芸術活動特別推進事業を

それぞれ開始して，芸術交流の強化充実を図っている。 

我が国の優れた若手芸術家に海外での研修機会を提供する文化庁芸術家在

外研修制度は，昭和42年の制度発足以来昭和63年度末までに 546名が研修員

として派遺され，帰国後は各分野で活発な芸術活動を繰り広げている（②～ 

④）。  

央 古美術等文化財の国際交流については，我が国の優れた文化財を海外に紹

介し,日本の歴史や文化に対する理解を深め，国際文化交流を推進するた

め，文化庁では昭和26年以降，国宝，重要文化財を含む日本古美術展を実施

している。伝統工芸の分野においても，民間等の協力を得て,文化庁所蔵の

作品を中心とした海外展が開催され,我が国の伝統工芸の真髄を世界に伝え

る上で大きな成果をあげている（⑤～⑦）。 
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x 国際交流 

① 文化協定等締結国ー覧 

国 	名 種 	 類 効力発生年月日 

フ 	ラ 	ン 	ス 文化協定（国会承認条約） 昭和28年10月 3日 

イ 	タ 	リ 	ア 'I 30. 	11. 	22 

夕 	 イ I, 30. 	9. 	6 

メ 	キ 	ッ 	コ " 30. 	10. 	5 

イ 	ン 	ド " 32. 	5.24 

エ 	ジ 	プ 	ト I, 32. 	7. 	15 

ドイッ連邦共和国 I, 32. 10. 	10 

ノ‘ キ ス タ 	二ノ 'I 33. 4.21 

イ 	ラ 	ン I, 33. 	11. 	20 

英 	 国 'I 36. 	7. 	8 

ブ 	ラ 	ジ ル ゲ 39. 	11. 	17 

ューーゴスラビ7 I, 44. 	5. 	16 

アフガニスタ：/ I, 46. 	6. 	3 

べ ル ギ ー 'I 49. 	10. 23 

オーストラリ 7 'I 51. 	1.22 

カ 	ナ 	ダ I, 52. 	11. 	16 

イ 	ラ 	ク I, 53. 	7. 	4 

フ イ ソ ラ ソ ド 55. 6.21 

7 ルゼンチン I, 56. 3.27 

オ 	ラ 	ン ダ 'I 56. 	7.17 

ギ 	リ 	ッ 	十 I, 51. 	8.29 

ス 	ペ イ 	ン I, 57. 	10. 	24 

バングラデイシ」工 I, 51. 	12. 	13 

ペ 	ル 	ー I, 60. 	2.22 

ソ 	 連 I, 62. 	12. 	25 

く小計25カ国〉 

韓 	 国 文化財及び文化協力に関する協定 40. 	12. 	18 

（国会承認条約） 

米 	 国 教育交流計画に関する協定 54. 	12. 24 

（国会承認条約） 

文化教育協力に関する合同委員会の設立に 43. 	11. 	8 

関する交換公文 

2 芸術文化の国際交流 

国 	名 種 	 類 効力発生年月日 

ン ガ リ ー 文化教育協力に関する合同委員会の設立に 昭和48年4月 9日 

関する交換公文 

モ 	ン 	ゴ 	ノレ I, 49. 9.23 

ノレ ー マ ニ 7 文化，教育及び科学の交流に関する交換公 50. 4. 	8 

文 

プ ル ガ リ ア 文化交流に関する交換公文 50. 	6. 	5 
チエコスロバキア 'I 51. 1.20 

ドイッ民主共和国 I, 52. 12. 	13 
ポ ー ラ ン ド 文化及び教育の交流に関する交換公文 53. 11. 	16 
中華人民共和国 文化交流の促進のための協定 54. 12. 	6 

（行政取極） 

〈小計 8 カ国〉 

（注） I 米国との間には，その他の行政取極として，次のものがある． 

0公の刊行物の交換に関する取極（昭和31年9月 5 日効力発生） 

2 ベルギーとの間には，その他の行政取極として‘次のものがある， 

0公の刊行物の交換に関する取極（昭和33年 3月18日効力発生） 
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x 岡際交流 

② 文化庁による助成事業 

ケ 邦人の海外公演に係る助成事業 

事 集 名 
予 	算 	額 

（平成元年度） 
摂 	要（主旨） 対象分野 選 考 対 象 

民間芸術等振

興費補助金 

千円 

77.570 
（但し．国際交流 

昭和63年度央紙） 

補助限度領 

補助対象級費の213 
補助対象級費 

出演費，音楽費．舞台費

文芸費‘謝金．迎搬費

旅費，会場費,宜伝費

印刷費．記録費 

我が国芸術文化の

向上及び昔及等のた

めに特に有意義と認

められる事業にっい

て，その事業に要す

る範費の一部を補助

し‘我が国芸術文化

の振奥に資する． 

楽
踊
劇

術
芸
体
 

音
舞
滴
焚
文
媒
 

公益法人又はこれ

に準ずる団体が行う

事築で，かっ商業的 

・政治的意図が販署

でない次の公演 

(I)海外の優れた芸

術の招致公聞事集 

(2)我が国芸術の海

外への紹介事業 

(3)芸術にかかる国

際行事の開催又は

参加り「築 

('）芸術に係る外国

人指導者の招へい

事巣 

日米舞台芸術

交流事業 

千円 

85,000 
〔派遣証費の全部又はー部〕 

我が国の侵れた創

作舞台芸術を米国に

派遣し，日米両国の

舞台芸術水準の向上

及び友好親普に資す

る． 

音
舞
笛
 
楽
踊
劇
 

邦人作家により創

作され，芸術性に富

み，国内において評

価の定まっているも

の 

芸術活動の特 

別推進 

千円 

250.799 
（但し，海外分） 

〔舞台費．旅費を負担〕 

我が国舞台芸術に

大きな刺激を与え， 

その水準の格段の向

上をもたらすような

もので．芸術団体の

自主的努力や商業ペ 

ースでのり‘築では実

施が田雄な舞台芸術

を．民間企業等の裁

極的な協力も得て央

施する． 

オ―ケストラ 

オ 	べ 	ラ 

ノく 	レ 	ュ 

演 	劇 

我が国の芸術水準

の向上に特段に寄与

すると認められる次

の公演 

海外フエステイ

パル参加公演その

他の海外公演 

2 芸術文化の国際交流 

(4）民間芸術等振興費補助金海外派遺公演 

二正＼ 団 	体 	名 事 	業 	内 	容 

60 

助日本フイルハーモ＝ー交響楽団 創立30周年記念ョーロッパ公演 

叫現代舞踊協会 
東京コンテンポラりーダンスグループ 

7テネフュステイパル参加 

松山バレュ団 
ロンドン・ヌレ＝フ・フュステイバル及

アテネ国際フエステイバル参加 

岡劇団すぎの子 中国公演 

軸東京交響楽団 創立40周年記念中国公演 

61 

叫大阪フイルハーモ＝ー協会 りーロッバ公演 

⑩日本舞台芸術振興会 
チャイコフスキー記念東京パレエ団

第9次ョーロッバ公演 

62 

軸日本舞台芸術振興会 
チ＋イコフスキー記念東京ノ《レエ団

第10次ョーロッパ公演 

“り名古屋フイルハーモ＝一交響楽団 ョーロッパ公演 

63 

助東京フイルハーそ＝ー交留楽団 香港・第12回7ジ7芸術祭 

現代邦楽協議会 邦楽 4 人の会 英国公演 

全日本少年少女合唱連盟 
ソウルナリンピック記念「アジ7少年少

女合唱祭」 

平成元 

現代邦楽協議会 

日木音楽集団 韓国公演 

邦楽 4 人の会 ューロパリ7 '89 ジャパ

ン公演 

日木伝統芸能5人の会 中国公演（うち日本舞踊花柳千代ほか） 
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一
一

 

昭
和

62
年

3
月

13
日

～
21

日
 	

ポ
ス

ト
ソ

，
ポ

ー
ト

 

ラ
ン

ド
,

ワ
シ
ン
ト
ン
，
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
 	
ほ
か
 

指
揮
 
田
中
信
昭
 

0
邦
楽

4
人
の
会
演
奏
会
 

昭
和

62
年

3
月

18
日

～
31

日
 	

シ
力
ゴ
，
ロ
サ
ン
 

ゼ
ル

ス
，

サ
ン

フ
ラ

ソ
シ

ス
コ
,
ッ

ア
ト

ル
 
ほ

か

出
演

 
北

原
藍

山
,
後
藤
す
み
子
 
ほ
か
 

6 2   

0
「
王
妃
ク
り
テ

A
ネ
ス
ト
ラ
」
（
劇
団

S
C

O
T

) 
昭

和
62
年
‘
月

17
日

，
18

日
 	

ミ
ル

ウ
ナ

ー
キ

ー
 

演
出

 
鈴

木
忠

志
 

0
「
化
粧
」
（
地
人
会
）
 

昭
和

62
年

10
月

31
日
～

12
月

11
日
 

ッ
7
ト
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，
ポ

ー
ト

ラ
ン

ド
，

サ
ン

フ
ラ

ソ
ッ

ス
コ

，
 

＝
ュ

ー
●

ー
ク

，
ワ

ッ
ソ

ト
ン

，
ッ

力
ゴ

 

演
出

 
木

村
光

ー
 	

出
演

 
渡

辺
美

佐
子

 

0
現
代
舞
踊
公
演
 

「
夏
畑
」
 
	

「
ヒ
マ
ラ
ャ
の
狐
」
 
	

「
恋
歌
」
 

昭
和

63
年

3
月

4
日

～
8
日

 
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス
,
ニ

ュ
ー

ョ
ー

ク
 

演
出

・
振

付
 
折

田
克

子
，

庄
司

裕
，

藤
井

公
，

 

藤
井
利
子
 

0
日

本
音

楽
集

団
演

奏
会

 
ー
古
典
曲
か
ら
現
代
作
曲
家
作
品
ま
で
―
 

昭
和

昭
年

3
月

2
日

～
15

日
 

デ
ト
ロ
イ
ト
，
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
，
セ
ン
ト
ル
イ
ス
，
 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
 
ほ
か
 

音
楽

監
督

 
三

木
稔

 

田   

0
「

世
阿

潤
」

 

昭
和
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年

10
月
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日
～

30
日

 
七
ン
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ポ
ー
ル
,
ッ
カ
ゴ
．
 ミ

ル
ウ
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ー
キ
ー
 

作
 	

山
崎
正
和
 

演
出

 
末

木
利

文
 

出
演

 
松

木
幸

四
郎

，
麻

実
れ

い
，

岩
崎

加
根

子
 

ほ
か
 

0
日

本
舞

踊
公

演
 

「
花
吹
雪
」
「
鹿
の
違
音
」
「
酒
神
の
宴
」
 

「
愛
の
か
た
み
」
 

平
成

元
年

2
月

18
日

～
22

日
 

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

,
ワ
シ
ン
ト
ン
 

出
演
 
吾
妻
徳
弧
，
西
川
扇
一
郎
，
花
ノ
本
寿
，
 

花
柳
吉
優
，
水
木
由
歌
 
ほ
か
 

平 成 元   

o
r桜

の
森
の
満
開
の
下
」
（
東
京
演
劇

7
ン
サ
ソ
ブ
ル
）
 

平
成

2
年

3
月

14
日

～
別

日
 

ニ
ュ

ー
ョ

ー
ク

 

作
 	

坂
ロ

安
吾

 
脚
本
・
演
出
 
広
渡
常
敏
 

出
演
 
柳
川
光
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，
真
野
季
節
 
ほ
か
 

0
「
現
代
日
本
の
音
楽
」
演
奏
会
 

―
ー

柳
 
慧

 
企

画
・

構
成

に
よ

る
ー

 

平
成

2
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～

3
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，
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ン
フ
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コ
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ボ
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7
 

ほ
か
 

出
演

 
芝
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竜
笛

〕
，

宮
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み
（

筆
）

 

福
永
千
恵
子
（
筆
）,

観
世

栄
夫

〔
舞

・
声

）
 

ほ
か
 

(=
)

芸
術

活
動

特
別

推
進

事
業

公
演

実
績

 

濃
ミ

 
オ
 
ー
 
ケ
 
ス
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ラ
 

オ
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ラ
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ュ
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劇
 

昭   

0
「

袈
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と
盛
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」

 
0

「
ジ

ゼ
ル

」
 
	

「
新
当
麻
亜
茶
羅
」
 

0
「
テ
ン
ペ
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」
 

昭
和

63
年

10
月

乃
日

～
刀

日
 

昭
和

63
年

8
月

器
日

～
路

日
 

昭
和

63
年

8
月

17
日

～
21
日

 

ワ
ル
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の
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（
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ド
）
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か
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業
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か
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か
 

平 成 元   
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パ
ン
作
曲
「
ピ
ア
ノ
協
奏
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第

1
 
0

「
ち

ャ
ん

ち
き

」
 

0
「
舞
楽
」
 
	

「
俳
句
」
 

0
「

写
楽

考
」

 

番
」
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か

 
平

成
元

年
10
月

8
日
～
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日
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成
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年

10
月
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日
～

11
月

12
日
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成
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協
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業
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産
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か

 

酪
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業

 
ソ
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ほ
か
 
協
力
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業
 
ャ
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ル
 

0
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ト
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7
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元
年
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～
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フ
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世
界
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祭
 

制
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際
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台
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協
力
企
業
 
丸
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x 国際交流 
	

2 芸衛文化の国際交流 

③ 文化庁による国民文化国際交流事業実績  

国 	名 団 体 名 	（人数） 期 	間 事 	業 	内 	容 

ア
ジ

ア
青
少
年
等

国
際
文
化

交
流
事

業
 

招
 

へ
 
い
 

韓 	国 

ソウル特別市 

現代高校合喝団 

(20人） 

元. 	7.26 
-8. 8 

第13回全国高等学校総合文化祭 

（岡山県聞催）総合開会式．合

唱部門出演等 

夕 	イ 
タイ国立チュン“マイ舞

踊学校（20人） 

元．n.3 
-11. 13 

第 4回国民文化祭（埼玉県開

催）埼玉国際舞踊祭89，グラン

ドフ‘ナーレ出演等 

派
 

遺
 

韓 	国 
岡山県立大安寺高等学

校合喝選抜団（16人） 

元．8'2 
-8. 26 

ソウル特別市現代高等学校等韓

国内の高校での公演等 

夕 	イ 
埼玉県現代舞踊協会 

(15人） 
夕イ・チエソ●イでの公演等 

夕 	イ 

●レーりノア

ッンガポール 

全国高等学校文化運盟 

(5人） 

元‘ 12. 24 
-12. 30 

夕イ．マレーッ7. ッンガポー 

ルの7マチュ7文化活動指導者

及び高等学校部活動教論・生徒

との文化交流等 

7
 マ
 
チ
 
ュ
 
7
国
際
文
化

交
流
事
業
 

招
 
へ
 

い
 

オーストラり 

7 

クイーンズランド州 

ワーウ‘ク高校合唱団 

・クイーンズランド州

立大 6重奏団 

(21人） 

5. 	10. 	30 

-11. 11 

第 4 回国民文化祭 （埼玉県開

催）総合フエステイバル，合唱 

・吹奏楽祭出演等 

オ ラ ン ダ 

へーレン 

コりオバルム・パイプ 

・パンド 	（17人） 

元．10. 路 

~n.4 

第 4 回国民文化祭（埼玉県開

催）総合フエステイバル，三皿

県文化週間フエステイバル出演

等 

④ 文化庁芸術家在外研修 

⑦ 芸術家在外研修 

各分野の将来性に富む芸術家を 1年,2年または 3か月間海外に派遣し研修施設等で実

地に研修する機会を与えている． 

創設は昭和42年度（ 2年派遣は昭和49年度，特別派遺は昭和54年度） 

分 	野 1年派遣・特別派遣 (3か月間） 2 	年 	派 	遣 

英 	術 画家，版画刷師，彫刻家，鋳造技術者， 

エ芸家，写真家，建築家 

版画刷師，鋳造技術者 , 

油絵修復専門家 

音 	楽 指揮者．演奏家，声楽家, 作曲家‘ 

オペラ演出家 

演奏家．声楽家 

舞 	踊 演出振付家，押踊家 舞踊家，被出振付家 

演 劇・映 画 演出家．撮影技術者, 俳優 扱影技術者 

舞台英術等 舞台監督‘舞台美衛家．舞台照明家， 

舞台効果家 

舞台美術家，舞台照明家 

●在外研修派遣者赦ー覧 
	

（人） 

区分 

分野 

1 年 派 遺 

（昭和42年度創設） 

2 年 派 遺 

（昭和49年度創設） 

特 別 派 遣 

（昭和54年度創設） 
計 

美 	術 7 (118) 1 C 	15) IC 	5) 9 C 138) 

音 	楽 9 (140) 4(14) 2 C 	16) 15 (170) 

舞 	励 4(8の 1 C 	14) 1 C 	11) 6 (105) 

演劇・映画 2(4の I C 	12) 3 ( 	55) 

舞台焚術等 3 C 	56) 1 C 	13) 1( 	9) S ( 	78) 

計 25 C 437) 7 C 	56) 6 C 	53) 38 C 546) 

〔注） 1 ( ）は昭和63年度までの累計 

2 外数は平成元年度派遣予定数 

5298 	 〔文政〕5298 	 5299〔文政〕 
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x 国際交流 
	 2 芸術文化の国際交流 

⑤ 文化庁（文化財保護委員会）が実施した海外展の実績 

展 覚 会 の 名 称 会 	 協 会 	期 
出 	品 	件 	政 

計 うち国宝 重 文 

講和記念 
サンフランシスコ日木

古美術展 

米国 
デ・ャング記念博物館 一

  2
8

.9
  

178 肥 

アメリカ巡回日本古美術

展 

ナシ．ナル・ギャ●りー 
（ワッントン） 

メトロポり夕ン焚術館 
ッ7トル美術館
シ力ゴ美術館 
ポストン英術館 

28. 1.25-28. 2.25 

28. 3.20--28. 5.10 
28. 7. 9-28. 8. 9 
28. 9.15-28.10.15 
28.11.15-28.12.15 

91 12 57 

欧州巡回日本古美術展 フランス 
ノ‘リ国立近代美術館 

イギリス 
ビクトり7.7ソド・ア 
ルバート焚術館 

オランダ 
ノ、ーグ市立英術館 

イ夕リ7 
パラヴッ才・デイ・エス 
ポジチオーネ （ローマ） 

33. 4.15-33. 6. 2 

33. 7. 1-33. 8.17 

33. 9.23-33.11. 9 

33.12.18-34. 2. 1 

92 2
6
 

 
49 

米加巡回日木古美術展 米国 
．サソゼルスカウンテイー 

焚術館 
デトロイト美術館 

力ナダ 
王立オン夕りオ博物藤 

米国 
フ‘ラデルフイア美術館 

40. 9.28-40.11. 7 

40.12. 5-41. 1.16 

41. 2.13-41. 3.27 

41. 4.24-41. 6. 5 

m
  

22 弱 

沖縄日木古美術展 沖縄那覇市首皿当蔵町確球
政府立博物斌 

42. 1.20-42. 2.19 06 1 21 
スイス．西ドイッ巡回日
木古美術展 

ス
 ・
西
 
美
 
術
 
加
 

ス
 ュ
イ
ル

イ
チ
ド
ケ
 
！

ッ
ン
 
り
 
市
 
ッ
 
立
 
ヒ
 
焚
 
市
 
術
 
立
 
館
 

 

44. 8.30-44.10.19 

44.11.14-45. 1. 3 
116 15 59 

禅林焚術展 米国 
ボストン英術蘇 45.11. 5-45.12.20 72 2 32 

日＊文人西展 米国 
アジ7ハウス・ギャラリ 

カりフオルニ7大学美術
館しtークレー） 

47. 1.13-47. 2.28 

47. 4. 1-41. 5. 1 6
2
 

 

日本名陶百選展 米国 
シ7トル英術館 
ネルソン英術館 
（力ソサスッテ‘ー） 

アジアハウス・ギ中ラり 

ロサンゼルスカウソテイ 

ー英術館 

47. 9. 7-47.10.22 
町．n.8-47.ロ.20 

48. 1.18-48. 3. 4 

48. 3.27-48. 5.13 

迦
  

15 

桃山英術展 米国 
メト口ポリタン美術館 
（ニュー●ーク） 

50. 2.12-SO. 3.25 80 2 26 

書の英展 西ドイッ 
ケルン市立美術館 50.10.24-50.12. 7 116 2 15 

神道英術展 米国 
ジャJセノハウス・ギ＋ラ

りー（ニュー●ーク） 
ッ7トル英術館 

51. 0. 8-51.10.31 

51.11.17-52. 1. 2 
印
  

16 

展 覧 会 の 名 称 会 	 柵 会 	期 
出 	品 	件 	数 
計 うち国宝 血 文 

日本伝世東洋陶酸展 米国 

2
  

8
  

7ジ7ハウス‘ギャラリ 52. 4.28-52. 6.26 
・ー （＝ュー●ーク） 
ッアトル英術館 52. 7.14-52. 8.21 80 
中ンペル美術館 52. 9. 8-52.10.16 
サンフラソシスコ棄洋美 52.11. 8-52.12.12 
術館 

唐招縄寺展 フランス 
プチ・パレ美術町 52. 4. 6-52. 5.22 12 1 9 
（パリ） 

日本陶磁名品展 西ドイッ 
へッチ＝ンス美術館 53.10. 1-53.11.12 
〔デュプセルドルフ） 
ペルリソ東洋美術館 53.11.23-54. 1. 7 1別 13 
りソデン美術館 54. 1.19-54. 3. 4 
（シュッ，ッガルト） 

円山四条派展 米国 
セントルイス美術館 55. 2. 7-55. 3.30 74 1 7 
ッアトル英術前 55. 4.23-55. 6.15 

琳派維画展 米国 

4
  

ホノルル美術館 
ジャパンJ、ウス・ギャラ 

55. 9. 12-55. 10.26 
55.11.18-56. 	1. 4 50 

りー 
法隆寺宝物展 米国 

ジャパンハウス・ギャラ 56. 9.14-56.10.25 謁 2 m 
り・・・ 

日本仏数彫刻展 米国 

認
  

キソべル美術館 
ジ＋パソハウス・ギャラ 

57. 9. 8-57.10.31 
57.11.23-58. 1.16 40 4 

，・ー 

日木英術におけるりアリ
ズム展 

米国 
クリーブランド焚術線 58. 3.15-58. 5. 1 101 9 57 

絵巻物展 米国 
7ジ7ハウス・ギャ●・ 58. 9.22-58.11. 6 31 4 21 

近世水墨画展 米国 
●サンゼルス力ウンテイ 60. 3. 8-SO. 5.12 85 2 17 
ー英術館 

日木陶磁名品展 スウエーデン 
国立東7ジ7博物館 60. 6. 4-SO. 7.28 的 9 
（スト，クホルム） 

賞舟と室町水塁図展 米国 
デトロイト美術館 61.10.14-61.12.14 81 1 器 
ホノルル英術離 62. 1.21-62. 3.15 

四季ー日本の焚術―展 ドイッ運邦共和国 
ハンプルグ特別i『工芸美 62. 9.17- 	11. 8 1叩 2 
術館 

⑥ 伝統工芸の海外展 

展 	覧 	会 会 	 場 会 	期 

日本伝統エ芸欧州展 オランダ，西ドイッ 昭和認-39 

日本伝統工芸中国展 北京，沈陽，広州，上海 昭和肥 

欧州巡回日本伝統工芸展 
ポルトガル，イ夕り7, オーストリア， 

ドイッ，スペイン 
昭和49-50 

重要無形文化財保持者米国展 ボストン，ッカゴ，ロス7ンゼルス 昭和57-58 
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x 国際交流 

① 古美術品輪出鑑査証明実績 	
（昭和51年～6】年） 
	

IIIIII'IIIi’胃I雷町胃ーm屯遮些辺E薫遺準ーーーーー町 国際交流薫 vrr'.?r 

年 度 区 分 
交付者 

件 	散 
絵 	西 彫 	削 工 	芸 書 	跡 考 	古 建造物 ，ト 

51 

文化庁 

京 博 

計 

399 
363 
762 

997 
406 

L403 

155 
82 

237 

6.573 
2,351 
8,924 

26 
20 
46 

14 
0 

14 

2
90

2
9
 

 

7.794 
乙859 

10,653 

5
2
 
 

文化庁 

京 博 

’十 

342 
424 
766 

m

佃
卿
  

198504 
L3昭 

2,865 
7,258 

105 
4 

109 

2
3
0
2
3
 

 

25833 
5.135 
3.430 
9,165 

5
3
 
 

文化庁 

京 博 

計 

即
3
6
4
m
  

1
8
5
6
0
1
m
  

1
3
1
8
72
2
4
 

 

5,553 
2,051 
7,610 

47855 
5
5
6
6
1
 

 

1
 
1
 
 

37031 
7.114 
乙759 
9.873 

54 
文化庁 

京 博 

計 

駒2 
538 

1.040 

叫
m
m
  

119 
111 
230 

5,6n 
3,292 
8.962 

34 
21 
61 

6
0
2
56
0
1
 

 

32032 

乙釘1 
4,222 

11,593 

55 

文化庁 

京 博 

計 

‘
 
り
‘
 
。
v
  

"
5
51
0
 

 
1
 

'
 
 

1,418 
m 

2.191 

弱
m
m
  

16.442 
5,398 

21,840 

叩

9
48
7
 

 

50 

3 
53 

1 
8 
9 

18,100 
6,3認 

2L498 

56 

文化庁 

京 博 

計 550 
171330 

1 

L490 
8和 

2.360 
851095 

15 .034 
3,036 

18.010 

74 
50 

121 
481361 25025 

16. 756 
4.079 

20 .835 

57 
文化庁 

京 博 

旧・ 

427 
474 
加1 

156 
591 

1,353 

闘 

143 
211 

14.235 
1.896 

16,131 

22 
14 
36 

171229 
46 
0 

46 

15,144 
2,662 

17. 806 

5
8
 
 

文
京
 
庁
博

化
 

計
  

456 
525 
認1 

739 
154 

1.493 

9
91
51
5
 

 

7
6
3
 
 

15.137 
乙396 

17. 533 

106 
9 

115 

222345 
37 
0 

37 

17,038 

3.338 
20,316 

59 
文化庁 

京 博 

計 

445 
420 
865 

592 
401 

L叱3 

59 
114 
173 

14.504 
849 

15. 436 
19221 

叫

3

0
8
4
 

 

16 
0 

16 

16,271 
1.542 

11. 813 

60 
文化庁 

京 博 

‘十 

町
知

m
  

即
即
 
卿
  

112 
34 

140 

11,711 
540 

12,260 

130 
16 

146 
831093 

0 
0 

0 

12. 985 
818 

13, 833 

61 
文
京
 
庁
博

化
 

計
  

m
2
5
8
5
5
6
 

 

4
3
1
 
5
2
7
 
4
0
4
 

 

211040 
2.526 

7昭 

3.231 

9

1
92
8
 

 

1
4
6
5
52
0
1
 

 

0 
0 
0 

3,156 
1.222 
4.318 

団 留 学 生 

山 留学生の交流は，我が国と諸外国相互の教育, 研究水準の向上及び相互理

解と友好の増進に寄与する等，文化の各方面における交流を推進する上で重

要な意義を有する。 

我が国の大学等で学ぶ留学生は, 近年急激な増加を示しており，昭和63年 

5 月 1日現在 25,643 名に上っている。これを出身国及び出身地域別に見る

と, 中国, 台湾，韓国，マレイツアが上位 4 か国となっており，'7ジア地域

からの留学生が全体の 9 割近くを占めている。また, 在学段階別では, 総数

では学部レベルの留学生が 4 割強を占めているが，国費留学生については， 

大学院レベルが85％以上を占めている。さらに, 専攻分野別では, 社会科学2 

5％強，工学改び人文科学がそれぞれ20％強となっており，芸術分野は 1,33 

6名（11 ') 0/.). '. /0）である。なお，主要国における留学生の状況を比較すると，留

学生受入数では，米国, 仏国，西独や英国とくらべて少ないが，国費留学生

数では, 仏国，米国に次ぐ規模 (4,118 名） となっている （(1）一①～⑥）。 

山 他方，日本人学生等の海外留学の状況をみると, 昭和63年に「留学，技術

修得」の目的で海外に出国した日本人‘よ，8 万 4,708 人であり,5年前の昭

和59年と比べて 4 倍以上に増加している。これを渡航先別にみると，北米, 

ョーロッパだけで全体の約 8 割を占めているが，同時に欧米以外のアジフ諸

国等への渡航も少しずつ増加している。行先国別では，米国が第1位で全体

の 5 割を占め, 次いで英国，中国の順になっている。日本人学生の海外派遣

制度としては, 文部省の奨学金によるもの, 外国政府等の奨学金によるもの， 

民問団体の奨学金によるものがあり，このうち，外国政府等の奨学金による

日本人留学生数は, 昭和63年度で約 300 名となっており, 中国60名，仏国42 

名，西独35名，米国26名，イタリア19名が上位 5 か国の内訳である（(2)-① 

～④）。  

火 また，我が国の留学ョョ閲係予算は，平成元年度で約232億円となっており, 

この数年間は20％前後の高い増加を示している（(3）一①, ②）。 
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5402 〔文政〕6402 5403〔文政〕 5403 

x 国際交流 

（り 外国人留学生の受入れ 

① 留学生数の推移（各年 5 月 1 日現在） 

留学生総数 

25,643 

22,154 

私費留学生数 
20,549 

S 

0 	53 	54 	55 	56 	57 	58 	59 	' 0 	l 	62 	63（年） 

（注） 外国政府派遺留学生は，中国，マレイツ7及びインドネシ7の各国政府派遣留学生である． 

（出典） 文部省「我が国の留学生制度の概要」 

3 留 学 生 

② 出身地城別留学生数（昭和63年 5 月 1 日現在） 

中 南 米 577人（2.3%) 
アフりカ 248人（1.0%) 
オセアニア 183人（0.7%) 

近 東 160人（0.6%) 
欧州 622人（2.4%) 

北米 I ,045人（4.1%) 

中 近 東 83人（2.0%) 

オセアニア に0人（3.2%) 

北米 152人（3.7%) 

アフリカ I“人（‘」％) 

欧 州 273人（6.6%) 

中南米 331人（8.0%) 

〔出典） 文部省「我が国の留学生制度の概要」 

③ 出身国別留学生数（昭和昭年 5月 1 日現在） 

国 名 留 	学 	生 	数 	（人） 

中 国 7,708 ( 	894) 

台 湾 5.693（ 	ー 	） 

韓 国 5.260 ( 	636) 
マ レ イ ッ ア 1,201 ( 	197) 

ア メ 	り カ 合 衆 国 964 ( 	123) 

夕 イ 753 ( 	386) 

イ ン ド ネ .ノ 7 671 C 	234) 

香 港 428 ( 	37) 

フ ‘ リ ピ ソ 339 ( 	228) 

プ ラ ジ ル 268 C 	126) 

そ の 他 2,358 (1,257) 

計 25,643 C 4.118) 

（注） ( ）は国費留学生数で内散 

（出典） 文部省「我が国の留学生制度の概要」 

ノ 

4 警 4,6451 4,---.----禦5I尊一一ーー‘ 
禦コc-- ーーーー 	 国費留学生数 

這蕪二範ー』里 lSb Il'I_. 三こ革 

一．一一 4,118 j'4コb 一．... 
乙07乙ー‘'”・・かー… 

響 '.5鴛！鷲恕讐“鷲翫子響・“'"'''‘ー外国政府派遺留学生数 



専修学校59人い .4%) 

高等専門学校83人（2.0%) 

高等専門学校 
I 72人 

(0.7%) 

稽験)I.. 

II .0743.2鈴 

大学院捻4).. 
(36.5%) 

理学637人（2.5%) 

理 学
引5人 

(7. ISA6%) 督Il学 
(I2.5%)シ
灘り】り誓」荒 

術引人O.5%) 
その他 49人（1.2%) 
案 L l9A(0.5%) 
教員養成等 1,201人（4.7%) 

x 国際交流 
	 3 留 学 生 

④ 在学段階別留学生数（昭和昭年 5 月1 日現在） 

（出典） 文部省「我が国の留学生制度の概要」 

⑤ 専攻分野別留学生数（昭和63年 5 月 1 日現在） 

⑥ 主要国における留学生の状況（国際比較） 

ななぐぐ ア メ リ カ イ ギ リス 西 ド イ ッ フ ラ ソ ス 日 	本 

高等教育機関在学者激 
（千人） 
（注）1 

7,015 
(12,247) 

541 1,312 1,182 2,415 

留学生 （受入れ） 数 

（人） 
(tn) 2 

349.610 
(86年） 

48.田6 
G4‘の 

79.354 
(85年） 

126.762 
(86 	) 

25. 643 
(88年） 

国
 
費
 
留
 
学
 

生
u
⑩
 
数

、
3
  

8,650 乙411 3.叫5 10. 418 4.118 

留学生（受入れ） 数 
4.94 9.00 6.05 10.72 1.06 高等教育機関在学者数 

(%) 
国 費 留 学 生 数 

2.47 4.95 3.89 8.22 16.1 留学生 （受入れ） 散 

(%) 

（注）】 文部省調査統，「課調べ（7メリカは 1985年現在，( ）はパートタイム学生を含めた 

激位。イギリス，西ドイツ，フラソスは 1984 年現在，日本は 1988年現在）. 
2 「ユネスコ統計年鑑 (1988年版）」による．ただし，日本については，文部省留学生

課調べ． 

3 7メり力 tt, lIE IOPEN DOORS 1986/87j, 4 ギ 9 ス It, OST IThe Next StepsJ, 
フランスは‘ CMOUS uI'rn going to France 1981J による．西ドイツは DAAD，日本

は文部省留学生課調べ． 

（出典） 文部省「我が国の留学生制度の慨要」 

（出典） 文部省「我が田の留学生制度の厩要」 
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3 留 学 生 

(2） 日本人学生等の海外留学

① 日本人学生等の海外留学状況 

×
  

59 印 61 肥 町 

日
本
政府
課
追
 

外
国
政
府
招
へい
 

を
ロ
的
と
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出

田
学
・
技柵
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日
木
政府
報
退
 

外
国
政肝
招
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団
学
・技
術
．得
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I
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.
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日
木
政府
渓
退
 

外
国
政
府
招
へ
い
 

国
者
（層
年
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を
ロ
的
と
した
比

留
学
・
技
術
蝿得
 

日
木
政
府
深
追
 

外
国
政
府
招
へ
い
 

如
叫
転
加
叫伊
出

留
学
・
技術
惨
得
 

日
本
政
肩
慨追
 

外
国
政府
招
へ
い
 

国
者
（
．
年
）
 

 

を
目
的
と
した
出

留
学
・
技
柵
停将
 

線 	散 247 335 加.470 2れ 312 乃．‘加 加6 3昭 お'444 当‘ 加4 57.484 257 297 84.708 

7 	.) 	7 37 57 1.486 38 74 2.256 40 刀 5.175 46 科 10.039 58 76 15.464 

中 	近 	東 0 5 跡 0 9 32 0 5 53 0 5 77 l 5 嚇 

7 	プ 	リ 	カ 3 5 加 3 5 47 5 3 116 5 0 212 3 0 2叫 

オセ 7 ニ 7 乃 2 440 22 2 567 28 l 1.067 30 0 2,267 加 0 3.587 

北 	米 124 44 13, 031 124 42 15. 028 110 45 21. 080 121 34 丸加8 115 町 45,895 

中 	附 	米 5 46 211 4 町 2叫 6 3 n' 8 13 297 7 15 360 

● 一 ● γ ’' 55 176 4.012 50 153 5.606 53 比9 8.714 40 1n 13.684 43 164 19. 106 

（注） 留学・技術修得を目的とした出国者数土，法務省出入国管理統計年報による． 
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オセアニア 3,587人（4.2 %) 

中 南 米 209人（0.2 %) 

アフ リ カ 200人（0.2 %) 

③ 行先国（地域）別留学等状況（昭和63年 1 月～12月） 

番 港 I,613A(I.9%) 

台 湾 2,406人（2.8%) 

韓 国 2,747人（3.2%) 

オーストラリア 2.748人（3.2%) 

西ドイツ 2,849人（3.4%) 

乙853人（3.4%) 

3 ,381A(4 .0%) 

区
分
 

地域等 国 	名 	等 如
帳
 

妬
祉
 

印
報
 

弱
電
 

弱
m
  

訂
祖
 

馴
m
  

駒
m
  

叩
祉
  

61 配
犠
  

63 

，
 

外
 
国
 
政
 
府
 
・
 
嶋
 
関
 

イ 	ン 	ド 3 2 3 4 5 5 6 8 B 8 2 6 

7ジ7 

イ 	：ノ 	ド ネ ッ 7 1 2 3 3 2 3 2 

大 	韓 	民 	国 5 6 2 4 4 3 3 3 3 

夕 	 イ 2 3 1 1 2 2 2 3 3 3 

そ 	ン 	ゴ 	ル 2 2 2 2 2 2 2 2 4 4 

中 	 国 郎 30 加 39 如 邸 的 的 80 

ノ‘ 	中 	ス 	’ 	1ノ l 

中近東 

イ 	ス 	’ 	昌 	Jレ 1 2 1 2 l 2 2 2 I 2 2 

ト 	Jレ 	コ 2 1 2 2 2 3 7 4 3 

ク 	ウ 	， 	ー 	‘ 3 

に
  

＝ 	ジ 	プ 	ト 10 3 4 11 5 5 3 

こ七こ オ ー ス ト ’ り ア 2 1 1 3 3 2 2 2 2 1 

北 米 

，メ●カ （フルプ●イト
異学金イーストウ＝スト
七ン,ー舞孝虫） 

m
  

43 加
  

加
  

一
  

認
  

町
  

糾 釘
  

町 お
  

加
  

カ 	ナ 	ダ n 12 I 7 6 4 8 10 5 8 8 n 

中II「米 メ 	中 	ッ 	＝ l昭 l叫 1叱 助 59 48 釘 3 13 16 

：ー二 

， イ ル ， ン ド 1 l 1 1 1 l 1 1 1 1 

イ 	夕 	り 	ア 5 15 M 12 13 1? W 21 17 17 21 19 

オ ー ス 	ト 	’ 	ア 5 B 4 4 6 8 5 5 4 6 6 5 

ナ 	， 	ン 	ダ 5 4 4 4 ' 4 4 4 4 4 8 7 

ス 	イ 	ス 3 3 3 3 2 2 3 4 4 5 3 3 

ス 	ペ 	イ 	●／ 12 12 9 14 9 9 10 11 14 l5 14 14 

A
 
A
 

妙
 

西
金
 
」

、
  

21 28 妬 加 糾 24 25 加 25 菊 35 鵬 

フ 	’ 	ン 	ス 104 1加 闘 的 60 的 弱 駒 46 49 44 42 

イギ●ス（ブり’‘，ッ
ュ・カウンッル異学金） 

tO 0 10 13 13 17 21 17 to u 10 10 

ペ 	ル 	ギ 	ー 7 8 4 4 5 4 5 8 4 6 8 8 

ス ウ ， ー デ ン I 2 1 1 1 1 1 l l 1 1 1 

デ 	1／ 	● 	・ー 	ク 1 2 5 I 7 7 1 7 7 6 6 S 

ノ 	ル 	ウ 	， 	ー 1 】 1 l 

フ 	‘ 	ン ’ 	ソ 	ド l 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 

ギ 	リ 	ク 	ャ 3 1 l 3 2 1 2 1 

チ ＝ コ ス ロ ,くキア l 1 3 2 2 2 4 4 4 

ノ、 	ン 	ガ 	り 	ー 1 ' 4 4 ' 4 4 4 4 4 4 

ポ 	ニ 	, 	ノ 	ド 3 3 3 3 S 

ュ ー ゴ ス , ビ 7 2 3 3 2 ' S 2 4 1 4 3 

計 飴5 加3 345 3加 跡3 350 33t 幻5 312 如 加4 2加 

x 国際交流 
	

3 留 学 生 

② 行先地城別留学等状況（昭和昭年 1 月～12月） 
	

④ 外国政府等の奨学金による日本人留学生数 
	

（人） 

（資料） 法務省出入国管理統計「留学・技術修得」目的の出国日本人数（暦年） 

5482 
	

〔文政〕5482 
	

5483(-.5550) (文L&) 
	

5483(.5550) 



3 留 学 生 

(3） 留学生予算等 

① 留学生関係予算額の推移 

昭和60年度 昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度 平成元年度 

100億 7,500万円 

（対前年度 

13. 1%i) 

117億 	300万円 

（対前年度 

16. 2%i) 

145億 	400万円 

（対前年度 

24.0％増） 

182{ 	7,000 
万円 

（対前年度 

26.0％増） 

232億 1,400 

万円 

（対前年度 

18.7％増） 

（注） 平成元年度予算案の対前年度比は，新たに私立大学等経常費補助（特別補助）を含める

等基礎数字を変更したため．昭和63年度予算額を 195億 5,000万円として算出している． 

555'〔文政〕 
	

5551 
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四 日 本 語 

火 近年, 我が国と諸外国との国際交流の進展に伴い，国の内外で日本語を学

習する外国人が急増している。 

☆ 国内における日本語教育機関数，日本語教員数は昭和63年度においては， 

それぞれ 634機関,6,723名となっており，日本語教員については，非常勤を

中心に女子の比率が高くなっている（①）。 

☆ 国内における外国人学習者数は, 昭和63年11月現在 6フテ 4,000 名であり， 

その出身地域をみると，アジア地域が約 7 割で次いで北米地域が 2 割弱と

なっている （③）。 

日本語教育機関の推移を見ると，一般の日本語教育機関と大学の割合は， 

ほぼー貫して 5 割強と 4 割前後であり，大きな変化は見られず，日本語教員

についても, 専任教員と非常勤教員等の比率は 3割前後と 7 割前後で推移し

ている。これに対して日木語学習者は, かつては外国人子弟が 6 割を占めて

いたが，最近では 2 割に減少し, 代わって大学教育を前提とする者が 2割か

ら4 割強に転じ，大きく変化していることがわかる（④～⑥）。 

火 他方, 海外で日本語を学習する者は，昭和59年から60年に国際交流基金が

調査した結果によると，581,000名であり, 地域的には 8 割がアジ7地域で， 

次いで北米地域が 70/I /0程度となっている。アジ7地域の巾でも韓国の日本語

学習者は約 357,000 名で全体の約 6 割に達している。 

また，教育機関数は2,620で講師数7,217名となっているが, このうち教育

機関については, 韓国と米国が約 3 割に当たる 445 機関をそれぞれ有してい

る。講師数では中国 1,845 名（26%)，米国 L109 名（15%)，韓国 882 名 

(6%）で, これら上位 3 か国で全講師数の 5 割を有している。このほか， 

アジ7地域以外では, 日系人の多いブラジルやアジア地域の言語教育に力を

入れているオーストラリ7も比較的多くの教育機関, 講師, 学習者を擁して

いる （⑦）。 
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x 国際交流 
	

4 日 本 語 

① 種類別日本語教育機関数，日本語教員数，日本語学習者数 

区 分 主 	な 	学 	習 	対 	象 	等 機関数 

大学院 
日本語学等の専攻のあるところ 4 

2
 
大
 

学
  

国
立
大
学
 
 

7 日本語学科等設置大学 2 

大学（大学院）進学予網教青の課程等設置大学 10 
正規の科目 （代替科目） として日本語教育を行っている大学 51 

＝ 補習として日本語教青を行っている大学 20 

オ その他の大学 12 

小 	 計 師 

公 	立 	大 	学 8 

私
立
大

学
  

7 日本語学科等設置大学 8 
イ 大学進学予備数育の課程等設置大学 12 

（ジュ＝7・イャー）ス夕デイー・7プロード・プログラムによる留学生 

×ノ、人子・、；口中““月‘1」っ、’、q入チ 
10 

正規の科目（代替科目） として日本語教育を行っている大学 80 
補習として日本語敦育を行っている大学 8 
その他の大学 8 

小 	 計 126 
大 	学 	引・ 229 

3 短 	期 	大 	学 31 

4 高 等 専 門 学 校 27 

5

一
般

の
日

木
語
 

教
青

機
関
  

7 成人ー般対象 154 

宜教師対象 8 
技術研修生対象 23 
学術研兜者対象 1 
大学入学志望者対象 1叫 

外国人子弟対象（中を除く） 25 
中 在日米軍関係者対象 15 

ク 米国国務省関係者対象 3 

ケ その他の機関 10 
合 	 計 343 

総 	 引・ 634 

（注） ( ）内は女子で内数 

（出典） 文化庁「国内の日本語教育機関央態調査の概要報告」平成元年  

（昭和63年度） 

日 	オ こ 	語 	教 	員 	数 
日本語学習者数 

専 	 任 非常勤・兼任 計 

22( 	1) 加（ 	幻 51( 	4) 62 

12( 	2) 9( 	4) 21( 	6) 136 

36( 	14) 159 C 	96) 195( 	11の 231 

即（ 	24) 的（ 	28) 179 ( 	52) 1, 274 

22( 	4) 86( 	43) 108( 	47) 1.663 

8( 	3) 90C 	52) 昭（ 	5の 551 

158( 	47) 443 C 	223) 601 C 	270) 3,855 

9( 	5) 9( 	5) 133 

51( 	20) 27( 20) 78( 	4の 1認 

50( 	17) 125( 	64) 175 C 	81) 554 

19( 	14) 44( 	35) 63〔 	4の 529 

181 C 	31) 192（ 	船） 373 C 	124) 3,655 

3 16C 	12) 19( 	12) 167 

22（ 	の 94( 	5の 116( 	58) 6町 

326（ 	即） 4田〔 	274) 824 C 	364) 5,705 

484 C 	137) 950 C 	502) L434( 	63の 9.693 

40( 	11) 44( 	22) 84C 	33) 392 

8 48( 	20) 56C 	20) 142 

744 C 	528) 1,895 (1.843) 2,639 ( 2,171) 20,船4 

44（ 	昭） 28( 27) 72( 	65) 279 

48C 	21) 186 C 	172) 234 C 	193) 田0 

b0C 	6) 10( 	8) 20C 	12) 別 

580( 	358) 1.228(1,00の 1.808 (1,358) 17.875 

69( 	58) 54( 	4の 123 C 	104) 6.515 

21C 	12) 1 22( 	12) 6.480 

25 C' 	18) 25( 	18) 114 

れ〔 	41) 114( 	10の 155 C 	141) 430 

1.582 (1.080) 3,516 C 2,994) 5,098 C 4,014) 53.731 

乙1謁（ 1.229) 4,587 C 3,541) 6.723 C 4,770) 64.020 

5582 
	

(文 c) 5582 	 5583〔文政〕 
	

5583 
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4 日 木 語 

② 種類別日本語教育機関数，日本語教員数，日本語学習者数の推移（昭和駒年～昭和63年） 

区 分 主 な 学 習 対 象 等 

機 	関 	数 

昭 和 

59 年 

P
8
6
0
 

 

和
年
  

P
86
1
 

 

和
年
 

和
年
 

昭

6
2
 

 

和
年
 

昭

6
3
 

 

大学院 
日本語学等の専攻のあるところ 

機

3 
機

3 
畿
  
関

3
  

1111663 機
  
関

4
  

っ
】
 
 

大
 
学
 

国
 
立
 
大
 
学
  

7 日木語学科等設置大学 1 1 1 1 り
‘
 
 

大学（大学院）進学予仙教育の課程等 
’ 	一” ”" ' 

放皿火寧 
4 8 9 9 10 

ウ 正規の旦目（代替科旦）として月木語

敏百を行っている大字 
22 29 36 47 51 

ュ 補習として日木語教育を行っている大

学 
19 14 22 15 20 

オ その他の大学 11 16 16 13 12 

小 	 計 57 田 84 85 95 
公 	立 	大 	学 5 6 5 4 8 

私
 

立
 
大
 
学
 

設
教

イ
 
ロ
語
代
い

木

大
の
一

ラ
脊
科

大
教

置

育

ャ
グ

教

替

る
語

学
課

、
ム

を
目
学

育
 

置
 
イ
留

い

て
 
て
 

学
・
生

大

本
 
る
 

大
一

学
る
日
 
い
 

等

夕
よ
 
っ
と
 
行
 

程

ス
に
行

？
 
を
 

設
デ

る
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し
 

っ
 

日
大
く

プ

入

正
教

補
学
そ
 

ア
受
学
語
 
大
 

科

予

7

・
日
目
 
っ
て
 
大

等

備
‘
プ

木
く

て
日
 
学
 
 

7

4
 

ウ
 
エ
 

オ
 
カ

語
進
 
ュ

一
学
の
を

と
 
他

本
学
ジ
 

ロ
大
曳
青
習
 
の

学
学

一
一
ド
で

科
行
し
 

の
  

! 1 1 2 8 
10 10 11 10 12 

10 15 14 。
v
 
 

10 

34 38 50 66 80 

11 13 14 9 8 

8 5 8 5 8 

小 	 計 74 82 96 101 126 
大 	学 	計 136 156 185 190 229 

3 短 	期 	大 	学 14 12 22 22 31 

4 高 等 専 門 学 校 12 18 23 20 27 

5一般a)日木語 

教育機関 

成人ー般対象 84 78 8
0
 

101 154 

宣教師対象 5 5 7 8 8 
ウ 技術研修生対象 16 22 22 23 23 

学術研究者対象 1 1 1 1 I 
大学入学志望者対象 15 21 40 69 1M 

外国人子弟対象（中を除く） 別 25 25 25 25 
在日米軍関係者対象 15 15 15 15 15 
米国国務省関係者対象 3 3 3 3 3 
その他の機関 11 11 11 10 10 

合 	 計 174 181 204 255 343 

総 	 計 339 370 4町 496 634 

〔出典） 文化庁「田内の日本語教育機関突態調査の概要報告」平成元年 

日 	木 	語 	教 	員 	数 日 木 語 学 習 者 政 

昭 和 

59 年 

P
8
6
0
 

 

和
年
  

1
6
3
6
1
 

 

和

年
  

P
86
2
 

 

和
年
  

1
6
36
3
 

 

和
年
  

6
85
9
 

 

和
年
  

6
8
6
0
 
 

和
年
  

6
8
6
1
 

 

和
年
  

6
8
6
2
 

 

和
年
  

1
1
8
6
3
 

 

和
年
 

人

3
2
 

 

人

2
6
 

 

人

1
7
 

 

人

1
3
 

 

人

5
1
 

 

人

7
6
 

 

人

5
4
 

 

人

6
7
 

 

人

6
0
 

 

人

6
2
 

 17 14 15 17 21 114 103 153 119 136 

120 157 166 167 195 208 256 お4 258 231 

60 91 116 M3 179 439 743 829 1,031 1,274 

58 42 69 101 108 687 962 船9 L564 1.663 

M7 121 90 91 98 274 494 438 466 551 
402 425 456 519 601 1,722 2,558 乙6認 3,438 3,855 

7 8 7 S 9 45 64 43 97 133 
19 16 22 29 78 154 225 24 62 133 

163 187 157 156 175 516 651 550 466 554 

49 82 74 58 63 381 507 667 541 529 

137 155 212 306 373 1,176 1,590 1,984 3,022 3,655 

21 28 44 23 19 190 279 182 168 167 

128 112 126 1叩 116 806 776 722 580 667 
517 580 635 町9 824 3.223 4.028 4.129 4.839 5,705 
926 1.013 L0田 L2昭 1,434 4.990 6.650 6,795 8,374 9,693 
31 34 57 56 84 119 143 213 262 392 
16 29 33 47 56 36 74 103 124 142 

857 1,188 L2即 1,664 2,639 5,759 7,763 8,183 11,049 20.964 
49 53 昭 78 72 232 228 257 306 279 

164 M9 203 1昭 234 819 昭5 1,152 1,021 銘0 
20 19 21 17 20 32 32 32 36 34 

275 422 685 1.200 1.808 2.019 3,158 4.831 8,097 17,875 
127 125 130 144 123 5,577 6,925 6.134 6,540 6,575 
18 18 19 20 22 8,164 8.625 7,259 6.700 6,480 
26 24 24 25 25 120 的 113 110 114 

1肌 158 187 183 155 622 602 628 689 430 
1,733 2.156 2,627 3,524 5,098 23,344 28,414 28,589 34,548 53,731 
2.738 3,258 3,832 4,843 6,723 28,565 35,335 35.767 43,368 64.020 
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（出典） 文化庁「岡内のEは語教育機関史態調査の概要報告」平成元年 
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④ 国内における日本語教育機関の推移（再掲） 

（機間数） 

「ーー111般の日本語教育機間 

~高等専門学校 

瞬短期大学 

川川II 大 学 

亡コ大学院 

600 

川川H 

370 
3 

(0. 

1j6 
42 2 

98
383) 

18
(4 3) 

437 

(0.6) 

I 

281 

且 (1.2) 

100 

（晶 

200 節 
(29.3】 

(61.3) 議) 藤) 

209PI 
(Lり 

岬 

(181
(48.9) 4) (46.7 

339

(0.9 

10
.5) 

(55.5) (54.1) 

300 

て 

I 36 
(40 I 

棚 

14
(51.3) 

棚 

1i 

290 
3 .J' 

(1.0) 

棚 

300 一 

0) 

500 ー 

400 一 

496 

云） 

! .持（GA 
22

.5.0)I 
:’ゴ・； 

：三I型ij 一 
(3I 
I 

(4.9) 

( 
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認） 

南アメリ力州 438人（0.7%) 

大洋州 486人（0.7%) 

ョーロッパ州 

記50.J.3%) 

アフリカ州 363人（0.6%) 

その他無国籍等 2,769人（4.3%) 

x 国際交流 

③ 国内における出身地域別日本語学習者数（昭和63年11月 1 日現在） 

4 日 本 語 

634 

54 	55 	56 	57 	58 	59 	60 	61 	62 	63 (年)) 

）内は％ 

5587 

(4 9) 

27 



乞000 

「コ耳任教員 

m非常動・兼任講師 

ノm男性数、 

、ぐつ女性数ノ 

5589 

為550.0) 

⑥ 国内における日本語学習者の推移（学習目的別）（再掲） 

~ 	I大学教育を前提とする者 

「一一1技術研修を目的とする者

譲塞競外国人子弟 

「~その他（上記I -3のうちいずれ【ニ 
’該当するのか不明の者を含む） 

35,335 

麗習 

25,938; 

23,787,.' 

20,633,' 

器笥 
I3B 74
48.  1 

12,97
(54.5) 

i（饗） 

4 日 木 語 

64,020 

21 .787 
(34 一 0) 

43,368 

35I767
i12,  154

35,767 '  (28.0) 

9,18
(25.  7 

I4,772,' 

22.241.'3,5811 (I溜 

977' 

5, I('9笥 

05 
.4) 

28,565 

6,7(23.笥 

載1'' 
(44.1 

63（年度） 

き昌 3,2(2o各 3(II盟 
53 	54 	55 

（注） ( ）内は％ 
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（学習者数） 
65,000 一 

60,000 ー 

55,000 一 

50,000 ー 
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x 国際交流 

⑤ 国内における日本語教員の推移（再掲） 

（教員数） 

G000 一 

6.723 

認 
~ 1,046 

4,843 

3,4(10.告 



x 国際交流 
	 4 日 本 語 

① 海外における日本語教育機関

の 地域別総表 

地 	域 	名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

1 東 ア 	ジ ア 723 2,994 415,718 

韓 	国 C 445) C 882) (356.852) 

中 	国曲2 ( 277) ( 2.109) (58 .853) 

C 500.000] Q3 

2 東 南 ア ジ ア 232 658 51,989 

3 南 ア 	ジ ア 30 97 2,380 

4 大 	洋 	州 284 492 26,953 

5 北 	 米 506 1,332 41,535 

6 中 	南 	米 548 995 31,522 

7 西 	 欧 241 518 12. 616 

8 東 	 欧 38 92 1,366 

9 中近東・7フリカ 18 39 855 

584 ,934 
引・ 2,820 7,217 

[1,000,000] tfl4 

a1) 1 ( ）内は内数 

2 中国には台湾・番港・マカオを合む． 

3 中国の1984年調査集計の58.853名のほかに，20政万人の中学・高校生（1983年中国教

育部［当時］外事局の資料による）と業余大学・民問日本語学校等におけるー般成人約20 

万人（1田4年在中国日本語研修センター資料を基にした推計による）の日木語学習者があ

ると推定されているので，全体として中国の日本語学習者数を約50万人（[ ］内） と推

計した， 

4 中国の日本語学習者数を50万人と推計すると，海外の日本語学習者散の合計は約100万

人となる． 

(4) 東アジ7 

国または地城名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

韓 国 445 882 356,852 

中 国 217 1.845 41,766 

＜台 湾＞ 11 130 9,145 

＜香 港＞ 47 129 7,784 

＜マ 力 オ＞ 2 5 158 

モ ン 	ゴ ノレ 1 3 13 

計 723 2.994 415,718 

（り 東南アジ7 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

イ ン ドネ りノ 7 

シ ンガポー・ル 

夕 	 イ 

ビ 	ノレ 	マ 

フ イ 	リ 	ピ ン 

べ 	ト 	ナ 	ム 

・マ レ ー シ 7 

241534124232 

2
8
4
6
81
5
5
95
0
2
9
0
 

 

27.605 

4.822 

13,282 

540 

2,028 

3,712 

計 232 658 51,989 

同 南アジ7 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

イ 	ン 	ド 15 45 卿

3
7
5
6
2
4
m

1
0
7
 

 

ス リ ラ ン カ 5 13 

ネ パ ー ル 

パ キ ス 夕 ン 

5 

3 

郎 

8 

ノくングラデッュ 2 4 

計 30 卯 2,380 

(*) 大洋州 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

オーストラリ7 

ニュージーランド 

パプア・ニューギニア 

フ 	イ 	ジ 	ー 

217 

64 

2 

1 

6
2
  

3'
1
 
8
0
3
1
 

 

21,430 

5,423 

79 

21 

計 234 492 26.953 

の 北 米 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

7 メ リカ合衆国 445 1,109 36,161 

＜サ イ パ ン＞ 3 4 236 

＜パ 	ラ 	オ＞ 4 7 347 

＜ミクロネシア＞ 4 211 

カ 	ナ 	ダ 50 212 4,580 

計 506 1,332 41,535 
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x 国際交流 
4 日 本 語 

困 中南米 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

ア ルゼンチ ン

ウ ル グ 7 イ 

コ ス 夕 	リ カ 

コ ロ ン ビ ア 

チ 	 リ 

ド 	ミ 	ニ 	カ 

パ 	ナ 	マ 

パ ラ グ ア イ 

ブ 	ラ 	ジ ル 

べ ネ ズ ュ ラ 

ペ 	ル 	ー 

ボ 	リ 	ビ 	7 

メ 	キ 	ッ 	コ 

3612211119454213511 70339593
7469725815
47 

1,736 

94 

44 

141 

62 

92 

40 

1,345 

21,690 

150 

4,441 

361 

1,326 

計 548 995 31,522 

ひ 西 欧 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

7 イ ルラ ン ド 1
&
 
7

”
ー
・I
2
5
4
5
6
3
7
5
0
1
1

0
  

F
 

1
.
 

5
 

4
1
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2
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1
3
2
6
3
2
1
1
6
5
1
3
1
1
2
68

1
2
71
2
2
l

1
0
2
 

 

30 

イ 	夕 	リ 	7 1,014 

オ ース ト リ 7 1,093 

オ 	ラ 	ン ダ 435 

ギ 	リ 	ッ 	ャ 42 

ス 	イ 	ス 791 

ス ウ エ ー・デン 321 

ス 	ペ 	イ 	：ノ 247 

デ ン マ ー ク 

ドイッ連邦共和国 

141 

2,241 

ノ 	ノレ 	ウ 	コ二 	ー 61 

フ イ 二ノ ラ ン ド 348 

フ 	ラ 	ン 	ス 3,363 

べ ル ギ ー 512 

ポ ル ト ガ ル 25 

ルクセンプルグ 20 

運 合 王 国 1,927 

計 241 518 12,616 

の 東 欧 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

ソ 	 連 9 m

1
7
6
4
41
3
8
2
6
7
3
6
5
6
21
7
0
 

 

チエコスロバキ7 2 

ドイッ民主共和国 1 

ハ ン ガ り ー 7 

プ ル ガ リ 7 1 
2557843166 

ポ ― ラ ン ド 12 

コ．ーゴスラビア 4 

ノレ ー マ ＝ ア 2 

計 38 92 1,366 

（コ） 中近東・アフリ力 

国または地域名 機 関 数 講 師 数 学 習 者 数 

イ ス ラ エ ル 

イ 	ラ 	ク 

ュ 	ジ 	プ 	ト 

シ 	リ 	7 

チ ュ ニ ジ ア 

ト 	ノレ 	コ 

モ 	ロ 	ッ 	コ 

り
‘
・1
 っ
．
一
 
・
→
 
に

。
‘
→
 
 

5

一
 
 
7
3
3
8
2
 

 

2
0
7一
 
 
1
4
92
6
5
4
1
2
41
5
1
 

 
ケ 

ザ イ 	ー ル 

マ ダガス カル 

3 

1 

1 

5 

5 

1 

554247 

計 18 39 855 

（資料） 国際交流基金調立 

5592 
	

〔文政〕5592 
	 5593〔文政〕 	 5593 



請問当時の内閣告示訓令 中 現行の内閣告示・訓令 
当m漢字表（昭21. 11) 

当川漢宇音訓火 (11(123. 2) 
常用淡宇表 常用決字表 

(I1(.156. 	3) (11(156. 	10) 
当用漢字宇体表（昭24. 4) 

送りがなのつけ方 改定送り仮名の付け方 送り仮名の付け方 
（昭34. 刀 (11(147. 	6) (11(348. 	5) 

現代かなづかい 改定現代仮名迫い 現代仮名遺い 
(11(121. 11) 

K 国際交流 

〔参考〕1 戦後の国語審議会の主な活動状況 

年 	刀 活 	動 	状 	況 

9

1
19

6

7
6
5

1
04
3
3

7

I
I3

I
01
26

5
 

6
 

1

3
3
2

3
1
  

W
1
i
!
2
1

0
R
j
U
2
2

I
'
1
f
l
l
2
3

I
V
4
l
2
4

W
1
1
1
1
2
5

I
U
u
2
6

W
L
1
1
1
2
7

1
0
3
T
h
2
8

器
器
器
器

I
1
-
i
l
1
4
1

1
1
(
1
1
1
1
5
2

1
1
(
1
1
1
1
5
1

1
1
(
1
1
1
1
5
6

I
1
(
1
l
l
6
0

1
1
(
1
-
1
1
1
6
1

1
1
(
1
1
1
)
6
2
 

 

「現代かなづかい」を答巾． 

「当川漢字資」を答巾． 

「当'II漢字表別表」「当用淡宇音訓変」を答巾． 

「当川漢宇字体火」を答中． 

「中国地名・人名の書き方の表」を建議， 

「国語問題嬰飢」を報告． 

「人名漢字に関する建議」を建臓． 

「公川文改普の趣旨微底にっいて」を建級， 

「これからの敬語」を建議． 
「”ー・宇っづり方のIh一化にっいて」を建議， 

「法令月］語改普にっいて」を建議．「外米語の表記」等を報告． 

「話しことぱの改普にっいて」を建議， 

「送りがなのっけ方」を建議． 

「語形のゆれにっいて」等を報告． 

「国語の改善にっいて」を報告． 

「発音のゆれにっいて」等を報告． 

文部火臣から「国語施策の改警の異体策にっいて」の請問を受け．審議聞始． 

淡字部会試案「当用漢寧改定音訓表（案）」．仮名部会試案「改定送りがなのっけ 
方（案）」を報告． 

「当川淡宇改定音訓変」「改定送り仮名の付け方」を答中． 
「国語の教育の撮興にっいて」を建議． 

「新淡宇表試案J を恨告． 

「常川淡字姿案」を中問答巾． 

「常川漢宇費」を答中． 

仮名遣い委員会試案「改定現代仮名遺い（案）」を報告， 

「敢定現代仮名追い」を答中， 

外米語の火記にっいて審議囲始． 

〔参考〕 2 幽語審議会主要答中と実施状況 

（注） 「当用漢宇音訓表」（昭和23. 2) は，国語審議会の答巾「当用漢宇改定音訓表」（昭和 

47・ 6) を受けて．昭和48年6 月に改定されたが‘その後「常川漢宇喪」に吸収・合併さ

れた． 
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” 宗 

火 我が国には，世界的にみても数多くの,しかも多様な宗教が存在する。 

文化庁では，これら諸宗教を便宜的に，神道系,仏教系,キリスト教系, 

及びこれら 3系統以外の諸宗教である諸教の四つに区分している。神道系は

更に神社神道系，教派神道系，新教派系に，仏教系は天台系,真言系・浄土

系,禅系,日蓮宗系，奈良仏教系,その他に，また，キリスト教は旧教と新教 

に細区分される（①）。 

女 我が国において活動する宗教団体は,宗教法人を手がかりとして見た場合 

約23万余に昇る．そのう・ら宗教法人となっているものは，昭和63年末現在で 

183,861法人ある。これらの宗教法人のうち,文部大臣所轄となるのは全国

的に活動している教派，宗派,教団等のみで,あとはすべて都道府県知事の 

所轄である（②）。 

上記の宗教団体数，法人数を系統別に見ると,宗教団体総数23万余のう 

ち，神道系と仏教系の団体が，約80%にあたる18万弱を占めている。また, 

宗教法人総数18万余のうち,神道系と仏教系の法人が，約90%に当たる16万 

余を占めている （③）。 

宗教法人数の推移については，全体としては毎年増加しているが,昭和55 

年以降は,神道系について若干の減少傾向が見られる（④）。 

火 全宗教法人が公表している信者の数を合計すると,我が国の信者総数は約 

2億 L800万人となる。信者総数が総人口を相当数超えているのは，我が国

の歴史的伝統や国民性を背景とした日本人の多彩な宗教団体への係わり方・

あるいは宗教団体による信者把握の仕方などに原因があるものと考えられる 

（⑤）。  

信者数は,宗教団体によってとらえ方が必ずしも均ーでない面もあるが・

信者総数は総人口に比べて昭和35年から60年にかけて著しく増加している。 

系統別でit,神道系が昭和30年から35年にかけて大幅に減少したが，その後

は増加を統けている。仏教系は高度成長期に急激に増加したが,その後の仲 

びは緩やかになっている．これは新宗教系教団の信者数の伸びによる。キリ

スト教系は全休として見た場合長らく緩やかな増加を続けている。諸教の信 

者数は昭和55年以降は減少している（⑥）。 

女 宗教意識に関して最も長期間にわたって継続的に調査を行ってきた統計数 

理研究所の「日本人の国民性調査」によれば,時々の増減は見られるものの・

全体として見た場合には，約30％の人が信仰・信心を持つと答えている 

（⑦）。 
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加 宗 数 

① 我が国の宗教の系統 	 ② 宗教団体と所轄庁 （昭和63年12月31日現在） 

加 来 教 

ーは所轄関係 ーは包括・被包括関係 口は宗教法人 繊は非法人宗教団体 

（天理教，円応教，生長の家，世界救世教，パーフェクトリパ

ティー教団，警隣会，天照皇大神宮教など29教団） 

5652 C 政) 5652 5653〔文政〕 5653 

(375) 
(41) 

(81 

！包括宗教団体 

(1  

包括宗教 

団 	体 

都道府県知事
所轄 

包括宗教法人 

文部大臣所轄 

包括宗教法人 

(45,618) (I16,838 ' 
r 
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内容は昭和63年12月末現在である． 

括弧内の数団数は,文部大臣所粘の宗教法人となっている全国的な教派，家派．教団の 

致を示す． 
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（昭和63年12月31日現在） 

-M教 11,371,211(5.2%) 

キリスト教系 L422,858・（ 0.7%) 
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（注） 総人口は10月 1日現在．その他は,12月31日現在 

凡 宗 教 
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④ 系統別神社・寺院・教会等の宗教法人数の推移 

年 	次 総 	数 神 道 系 仏 教 系 キリスト教系 諸 	教 

昭和30 179,621 86,242 76,454 1,985 14,940 

35 180,089 86,333 76,384 2,590 14,782 

40 180,088 85,636 76,416 2,989 15,047 

45 181,098 85,766 77,208 2,669 15,455 

50 181,145 86,066 76,320 3,142 15,617 

55 182,323 85,987 76,963 3,375 15,998 

60 183,063 85,835 77,422 3,614 16,192 

(63) (183,445) (85,773) (77,63の G82の (16,213) 

（注） 天理教が神道系から諾教へ移行したのは昭和M年のことであるが，この表では，便宜上，そ

れ以前も天理教を諾教の中にふくめて示している． 

なお, 数字には包括宗教法人数は含まれていない． 

⑤ 我が国の信者数 
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① 宗教意撒 
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現代文化政策データファイル 

33 	38 	43 	48 	53 	58 	63 (年) 

（注） 1 「何か信仰とか信心をもっていますか」 という問いに対し「もっている．」「信じてい

る．」と解答した人の割合を示す． 

2 「いままでの宗教にはかかわりなく,＜宗教的な心＞というものを大切だと思います

か」という間いに対し，「大切」と答えた人の割合を示す．なお，53年以前の数値は,「信

仰．信心はもたないが,家教的な心は大切」とする人と，「信仰，信心を持つ」人とを足し

あわせた割合である．これは,33年以前の調査では，この問いは，「信仰・信心をもたな

い」 と答えた人のみを対象に行われていたことによる． 

（資料） 統計数理研究所調査 
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